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◇新刊御案内◇

東京大学農学調嚇産学教室編

木材理学及加エ実験書
A5上製函入298頁価550円〒40円

木材工業の技術能発展にはまず実験し，観察し，その場
からあるものを抽き出すことの基礎の上にの桑立つので
ある。従ってわれわれはまず考え，実験し，観察し，分
析し，それをもって再び出発点に戻ってくる道を歩むが
この道には多くの道標が必要である。本書は上述の道標
として自信を以っておすすめ出来る実験書であり，斯学
研修者や実際家が常時活用するに足る指導書である。

－主要目次一

一般実験装置（長さの測定・角の測定・重さの測定法・
面積の測定・容積の測定・温度の測定・恒温器・湿度の
測定・恒湿装置)，木材の組織〈年輪巾・秋材率・辺材
率･木材の解剖・顕倣鏡･双眼顕微鏡･偏光顕微鏡･電
子躍微鏡・顕微鏡写真装罐･X線廻所装置), 木材の物
理的性質（比重・含水率・吸水率・収縮率・膨脹率・比
熱・熱伝導率・音響的性質・光沢)， 木材の濃械的性質
(試験の種類・圧縮試験・引礎試験・曲げ試験・剪断試
験・振り試験・割裂試験・長柱圧縮試験・衝鑿試験．疲
れ試験・硬さ試験・摩耗試験・クリープ)， 木材加エ及
び改良木材（鋸断および切削・乾燥・合板および稜層
材・繊維板）

◇最 新 刊◇

東京大学農学部林学教室編

林学実験書
A5上製函入約330頁価550円〒40円

（全要内容）はじめに(実験の組み立て･実験材料をそろ
える．個炎の実験)，測樹と統計値の計算(母集団と標本・

協議恕鶏灘雛羅謹輪騨孵鋪

識篝蕊篭瀞鵜；
◎本客内容ビラ御申込者に送呈◎（2月下'賃発行）

東京大学農学部林産学教室編

林産化学実験書
A5上鐵蕊入約300頁価550円〒40円

鍵#篝鵜蚤蕊撫調霧
（主要
合成・

蕊讓難
関する
調整及び分析・油脂・精澗・タンニン・
キノコの成分を析及び菌糸の純粋培養・

関す8譲繧t轌瀦塞篭認播鯉譲鮮

産業図書株式会社(蕊霊魂異鱈）東京都千代田区神田旅龍町三ノ六
振替東京27724（図書目録送呈）
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中村賢太郎著東京大学教授・農博
一

著者は東大教授として，育林学原諭その他多数の著譜があるが，退官に際し，特に弊社の請を入れて，

教科書用として執筆されたものが本書である。過去30年間に渉る著者の ，

鱸な学識と経験臓既に学会にも定評があり,一般林業柵着の権威ある |駕鵜区本郷局私書函
参考書としても好適と考え，敢えて御購読を願う次第である。

’第1号振替東京151494番
一主要目次一 ！金原出版株式会社

x総説（森林・株業，林学・造林（育
林)・文献）

Ⅱ森林地理（森林限界・世界の森林・
日本の森林・原始林）

:IⅢ林木（樹種の性質・林木の特性・繁

植・成長・危害・混交林）
Ⅳ瓊境（制限因子・気候・土壌・場所

・地位）

V造林計画（施業方針・造林法）

VIタネおよび苗木（品種，産地・林木
育種・タネ・苗畑・山行苗・サシキ
ナェ）

Ⅶ造林（造洞法の種類・マキツケ造林
・ウエツケ造林･新植及勅令林の手
入）

Ⅷ保育（間伐・枝打・林地の保育）

Ⅸ更新（作業種，作業法・天然下種・
皆伐による側方天然下種・傘伐作業

・劃伐作業・帯状傘伐作業・模形傘

伐作業・択伐竹集・原始的択伐・群

状択伐・恒続林･薪炭林・天然生林
の成因・天然生林の施業）

x各論（スギ・ヒノキ・ヒパ・アカマ

ツ・カラマツ・モミ類・エゾマツ，

トドマツ・外国産針葉樹・ケヤキ・

その他の広葉樹）
Xl試験研究

可



林業技術
I乱寛一'尋甜……司塞…歓延壷戸轌≦垂…I

16急．2月号

－．目 次＝－

巻頭言・これからの林業技術 村上竜太郎.. .2

４
６

任
吾

重
晋

一
村
橋

聯
高

一
一
一

躍進すべき林業政策
●

パルプ・備林の問題点

~

産地試験と品種試験…………

スギ新クローネを分散試植して．. .…..

スギの品種問題に対する国有林のあり方

中村賢太郎

福田孫多

日下部兼道

､8

11

12
占

』

林道に導入した薬剤とその合理的実施野原勇太－14１
１

砂

外国産マツ類の挿木

杉と楮の混植栽培法

０
４

２
２

４
由

ｅ
●

朗
雄

伊佐義

小林美三

育林関係の本から

随想・野生鳥獣の管理

サト-．タイシチロー 27

．.……宇田川竜男.､31

興味ある電気刺戟の種/々相….….….、

苗木掘取用ショベルの試作品について

２
５

３
３

寛
昇

正頭
田

丘
〈
ロ
叩

新刊紹介倉田益二郎著優良牧草の栽培とその利用 30

一表紙写真一

第3回林業写真コンクール
ー

ブ ナ 林
ド侭雲斡穐 雨…融蛍暉軍一畠墨晶嘩写嘩正塞r-H群.舌‐望f“笈堅･‘旬弱．君戸

一奥山耕一一

－1－



春霊鰄龍鴛蝋駕・巻頭言・

かだ。

これからの 山灸のたたずまい，美しい鍵守の社，ものさびた

林業技術 山等の塵美い､同奉の国土を調えず腫憾震られない，こうした自然にはく・くまれた日本人の生活，国

土の姿がいつまで続くことであろうか，ここ20年

間，ことに戦後10年間の変りかたの激しいのに驚

く，さらにこれから先,どう変って行くのであろうか。

生活は時代と共に遷り変る，それは経済や思想の

遷り変りに伴うものであり，昔のままの生活がいつ

までも続くべきものではない， しかし人のなさけ

（情）はうつり変ってはならぬ，の承ならず，益を

美しく磨かれ，深さとこまやかさを加えなくてばな

るまい。

さて国土の姿はどうであろうか。

瓶は次第に固渇する，人をは激しい坐存奉に打ち

路
■

琴
も

竜 太郎村_I

人口は増える，物資の消費は加迦童をもって逓加する資源は次第に固渇する，人をは激しい生存競争に打ち

勝ってゆかなければならない。

もっと木が欲しい，もつと水が欲しい，もっと美しい，そして安全な環寛がほしい，これは誰しも望むとこ

ろである。

なぜそうなんであろうか，それを明らかにするために，木材の需鵜状況や,潅慨,発電,工業,飲用水やエ

ネルー黄源さては叉風水害や，いちいち数字を挙げて論ずるまでもない，そこには説明を超越した鍋'もの

がある，これらの望みを達成する途も互に背反する困難な途である。しかも今のままでゆけば林地朧次第に減

ってゆく，それにもかかわらずこうした矛盾に立ち向い，人をを幸福の途へ導く者は何であろうか，種凌のこ

とが考えられる。しかし考え見ると，そのかぎを握る最後のものは林業技術でなければならぬ，しかし今まで

のままの鍵で，これからの幸福のとびらが開かれるものであろうか。

「今までのゆきかたは，余りも公益方面にとらわれ，治山治水に偏しすぎていた，林業を経済的に見直さな

ければならない」という声を近頃しきりに耳にする。これは政策的見地からすればたしかにそういうことがい

える，しかし政策的に見て治山治水重点施設に偏していたとしても，治山治水施設が充分であったかといえば

決してそうではなく今までの施設は甚だ不充分である。もつともつと治山に力を入れなければならない，然し

林業経浩政策に至ってはないとはいわぬが見るべきものはないといってもよかろう。政策面の不充分さば不充

分さとしても，森林政策乃至林業政策は他との関連性と調和とを考えに入れた綜合政策でなければならず，更

に大切なことは林業自体の獅怖の裏付けがなければしっかりした政策の樹てようもない。

森林の公益性にしても，ただ単に水源の潤養とか土砂の托止とかいうだけでよいものであろうか，水力の利

用にしても降水量が季節的に偏しているために，そして叉我国の地勢，地質のせいもあるが，豊水と渇水の差

の著しいことは日本の水費源の大きな欠点である。こうした欠点のない水が欲しい，澱既水にしても水温が高

く，含有肥料分の多い水がほしい。

保水力を引上げ，流出量の調節力を強め，そして，叉木材利用もできる発電水源林をつくるにはどうしたら

よいか，肥料分を多分に含む水温の高い溌獅水はどうしたら所要時期に充分にえられるだろうか，自然条件の

吊

、

メ

ーニ

－2－

E

一

’
、



村上 ： これからの林業技術

関係も考えなければならぬか，どうしたら土砂の鐸力の強い根をはりめぐらすことが出来るだろうか，利根
の奥の裏日光ではブナが最も保水力をもつということであり，数年前の阿蘇の山崩れではケヤキの根が一番丈
夫であった，という話などを耳にしたが，森林の公益間罐能を充分に謡箪せしめるためにはもっともつと治山
治水の技術の発達すべき分野が壷だ蓑だ無限に残されているのであろうし，叉少ない経費でもっと効果をあげ
うるような工法が考えられぬものであろうか，予算単価の鐵伽と茄江分量の埠珈だけを叫ぶのでなくもつと経
済的なやり方を按術的に工夫しなければならぬ。

他面,林業の経済性をもつと高揚しなければならぬということは，最も大切なことであり之が従来の糠業の
最も短所とする所である。林木の育成にば長年月を要し，収益性も低い，従って林業ほ農耕その他の用にたた
ぬ地域に土地を譲り，林地は次第に後退してゆく，これは林業本来の性質であってやむをえないものであると
いうふうに諦めていてよいものであろうか。

林業が不経済のものであるならば，柿業は次第に蕊縮するより外に途はない，ところが林業と他産業とのつ

ながり木材欠乏の産業及国民生活への打撃を考えれば赫案はどうしても拡大しなければならず，公益林は公経

済の見地から，私益林は私経済の見地から充分効果を挙げうるものにしなければならず，経済効果が挙るかぎ

りどこまでも集約林業に進むべきであり，施肥，潜既，助耕，間作，下地利用等も考えられるであろう。かく

して林地は土地高度利用の大切な称美庚術の場であり，林地は土地に対して本来の要求権をもちうるものと考

える。更に叉，林地の所有形態から考えるならば大面積資本主鍵的な運営だけでなしに，小面債自家労力的な

最多数を占むる人灸のための林業撰術も考えらるべきであり，しかもこの場合には農業,畜産にも結び付き，

有機質の有機的循環や労力の配分，収支等のタイミングをも考えた経営と一体化した林業技術も考え出さるべ
きである。

山村民と部落有乃至公有林との結びつき，さては叉技術的伐期と経済的伐期との調節，伐期の短縮と木材総

成長量の引上，材の質から量への転換,森林保護,撫育の革新など，将来の林業は新しい林業技術を要求して

いるのではあるまいか。

これからの制鐸按術の重点は森林をつくることにおかれるべきであり，造林技術こそは料業技術者の誇りで

ある。造林の鈎漏は土地の技術から出発すべきであり，土地から掛発してはじめて澗喋按術は大地に根を下ろ

すことになる。与えられた土地に木を植えるという従来の概念を脱却して，たとえ年月はかかっても土地をし

ていかにあらしめるかという蔑鍾を鯛狭すべきで，根は木にとって生存のために必要であると同時に，人にと

ってば土地を護り，土を耕す武器であると考えることは素人の私の思い過ぎであろうか。

春になった，篝芽が燃えるように，若い技術の人らは希望と鰯望に燃えて奮い起って欲しい，年とった人灸

は広い視野から時世の趨勢を洞察し，古きに虜われず，進歩的な考えを以って，温い気時で若い人盈を導き育
てて貰いたいものである。

（筆者・国土緑化推進委員会粥任委員長）
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の産業購造上の林業の地位という認識と，林業自体の構
造の認識及びこれにまつわる課題の問題である。またそ

れは，赫業経済の構造についての十分な把握と分析がな
ければ，実は制業政策の基盤を失うという問題に通じて
いたからであるp

2

財団法人蝿力経済研究所は，昭和”年，日本のエネ昭和”年，日本のエネ

1

昨30年の末，石川経済審議会会長は鳩山内閣総理大

臣に宛,長期経済計画に関する答申を行った｡詳しくい
えば，経済自立と完全雇用達成のための舞切経済計画に

関する諮問幅対する答申である。この案ば経浩企画庁の

計画部が草案を作り，多数の委員，専門委員によって審
議されたものであるが，この審議過程においては，種な

ルギー経済について研究

を進めていた。しかし，

その研究途上において，

産鎖篭造の研究をはなれ

て問題を解決することが

できないことを痛感する

ようになった。その頃偶

を通産省の申しスれもあ，

つたため，昭和29年3

月になって，エネルギー

なく，農林水産業やこれ

をも加え，産業溝造全般

の重要課題が論議になり

その中には容易に解決さ

れない重大問題もあった

が，遂にこれを包蔵した

まま一応の形を整えたも

のも多かった。そのため

この当時課題として提起

されたものについては，

今後とも研究を維持すべ

きものと思われるものが

~一~1
＝ 一_ ---~一ｰ 一ー

す繼耀
Ｉ
ｊ
Ｉ
Ｉ

－

１
１

べき赫業政篭

☆
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グ

．－ぞ≠－_三－-一=

多い。しかし，またこの草案作成の基本的方針そのもの
についても根本的腫再挟討を要する節もあるように思わ

れた。この経済計画案については，各方面から相当の批

判もあり，既に公にされているものもある。このような

実態から発して，日本今後の経済計画の策定そのものの

必要性については十分に認識されつつ，本案作成の作業
の方法，態度さらにひいては行政機鱸そのものについて

さえ課題を提供したように思われた。これは今後の行政

機構改革を検討する場合における一つの素材として参考

になるものと考えられる。しかし，審議会が本案を審議

する過程Wこ，関係者がそれぞれの立場において種盈の課

題を発見し,また再認説の上,その所在と性絡を明確にす

ることができたことは審議会の効果とせねばならない。

本審議会には産業部会という専門部会が設置され，林

業はその中に編入されて検討されたが，その他涯建設交
通部会が設けられたため，治山治水に関係をもつ林業は
公共事業関係としてこの部会にも関係した。

したがって，生産部会の要求からくる木材･の需要度が

治山治水上認容し難いという建設部会の主張に出会い，

そこで計数調整が行ｵつれるということもあった。

しかし，ここに関係した人達が一番痛切に感じたこと

は，単なる数字的整理でいいだろうか，ということであ

ったに違いなかった。これは上述の生産建設両部会の間

のことだけではない。生産部会の中だけでも，数字の裏

にひそむ深刻な課題が幾つもあった筈である。これは，

統計的数字のつじつまを合わすということも，その表示

としての問題ではあったと思うのであるが，実はその背

後に存在すべき構造的認識とその対策とが重大なる問題

であると思わざるを得なかったからである。それは日本

問題や商工関係の産業だけではなく，農林水産業やこれ

らに関係する生産性の問題などをも加え，産業構造全般

にわたる研究をやることに発展し，あらためて日本産業

椛造研究会として設置されることになった。この研究会

は大規模な鱗成の下にその後1カ年半漣わたる調査研究

を行っていたが，昭和30年6月その総合報告を取り纏

めて発表したのである。本報告朧またその後産碧蒜造研

究に関する一般えの参考資料として中央公論社から出版

されている。

このような研究企画が樹てられ実施されていることは

日本における経済の自立伸展という全般的な問題，また
砂

はその中の一つの産業の発展ということだけを小さく考

える場合でも，最早職造的に研究し対策を識ずるのでな

ければ解決することのできない問題が震出し，当然そこ

に今の段階がきてい為ことを証明するものではないかと

思う。

この報告には各産妻割門にわたる相当詳細な説明と課

題とがあげられている。したがって，そのなかには「林

業の識兄と問題点」という1章が設けられていて有為な

説明がなされている。これは一つの有益な蓋料である。

ただこれを通読してみると，まだ何となくﾎ操年鑑的な

感じが先に立つ。また何か参考黄料の鎗戊のように思わ

れる感も禁じ得ないものがある。しかし，このような所

感をこの報告から得たということは，赫業の鱸豈が実は

まだ-f分解Wfされていない所に問題があるのでばないか

と思った。

産業購造というものを総合的に，全面的に，また系統
的に寂りあげ，その上にたって，その構造の要員として

のそれぞれの産業が，それぞれの地位において，それぞ

れの形態をもって活動するのでなければ，－卜分にその所
得は生學出せない。その産業は伸びて行けないのであ
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藤村 ： 林業政策の進展

る。これは生産の織造という見方からも，人間の構造と

､いう見方からも現在の日本の実情は絶対にその必要にお

↓､つめられていることを意味しているものと思う。

3

マーリン，クラーク的な産業分類からいえば，澗業は

第一次産業部門にスる。しかし，この林業が供給する木

材や需涙または別の面から承た水の一部などは，いづれ

も第二次産業の部門である。

日本経済の発展は，明治時代，第一次産業の負担にお

いて第二次鐸が伸びたという見方もある。その頃の生

産力人口は，謡髪率の傾斜に従って，第一次産業から第

二準業へと急速に流れた。実質所得の低い方からより

高い方へと洗れて行った。しかし現在は，その潮流は極

めて低調である。発展率が低下しているために所得の傾

斜がにぶい。流れは動かない。そこに問題がある。

しかもな垢人口は増えていく。

日本の人口構成の中で第一次産業の占める％はまだ

43％の高率である。同じ第一次産業といってもアメリ

カで臓近時数年の間に22％から16％に減少している。

アメリカ経済の発展率が高いということになる。経済の

伸びが第一次鐸にくらべて第二次産業がずっと旺盛で

あるということを意味しているといえよう。

このことをいいかえると，雇用の機会ほ緬皆の発展率

を高くすることによって発見されるということである。

濯篝蕊職豈の尭遥把渥は，このような雇用問題の顔映のた

めにも問題の所在とその対策の糸口を見出させることに

なるものと思う。

また第一錘業の問題の中にはこのような問題があ

る。これは日本でもアメリカでも同綾であるが，雇用者

の就業者に対する割合において表わされることにかかわ

る。 この割合を日本の例でみると第一次産業は4．3％

第二次産業は73.4％ということになっている。これは

産業の本質に根ざすものであって経済形態につづく問題

であり，盗本形成を示す問題でもある。さらに本問題の

榎本に横わる一つの彊葬は産業的宿命であるともいえる

ものであって，その醒震の性絡を支配している。すなわ

ち，それば「土趣の拡り」というものには制約されると

いう厳鯛な鍵夷があるということである。日本の過剰な

人口が産調こえの途を求める場合，零細な農民と中小企

業という《鑑の織豈の中に集中されている現伏臓，日本

においては絶対に看過することができない。それは赫業

の経済構造においても明確に把握しておかねばならぬ。

しかも，澗案と1乎称される琴崇対象の中には，さらに別

途の土地所得があるところに，また＃諺kの問題が浮びあ
がる。賓産として所有し，その実質所得を念願している

森林を，産雑造的認識によって，全国的にも剛域的に

も，十分に把屋してかからねば，林業に関する財政金融

の問題や事莱運営の形態一それば個人や法人の形態も組

合の形態も一の問題について対策を打出すことはできな

い相談ではなかろうか，と思うのである。

さて，この第一次産業部門と第二次，第三次産業部門

の経済発展は，実は益凌相関性を深めているのが近況で

ある。構造的産業の見方が人口過剰な日本で特に必要に

なってきている点ほここにある。それは，バランスを失

った産業構造の下では，国民経済の健全な発展を期待す

ることはできないということである。ドイツのマッケン

ロートのいう産業上部構造説に示されていることは，産

業化の発展は，純粋な避澗経済から手工業を伴う農制継

済を経て費本集約的工業経済えと進行するものである

が，人口の増加圏の拡大は各産業部門別に行われるもの

でほなくして，遂次その進行段階の上部に累加されてい

くものであるという。したがって，輸出工業の労働者は

国内産業のものと無関係には伸びうるものでほなく，ま

た生産財工業の労働者は消裁財工業の労働者と無関係に

生長しない。さらにまた，工業労働者は農林労働者と別

個に拡大されることはあり得ない。すなわち，各産業部

門の間に均衡が保持されねば，全産業がスムースに経済

の伸びを淵鰐することはできないというのである△こう

いう見方から構造的欠陥が把握認識され，これを補定す

る対策が樹立されるところに政策の価値が認められる。

日本産業の現伏を検討するときこの論旨に多くの傾聴す

べきものを含んでいると思う。

政策がきめ手をついていない場合，またその効果が挙

げられない場合には，以上述べたような認識を欠いでい

ることが多い。材集政策についても，現在当面している

種盈の課題をとりあげ，静かに想いをめく．らせぱ，自ら

想到するものが多分にあると思うのである。

抹業も孤立しては生きて行けない。実態を離れては地

につかない。現実の構造の中に蹟極的に住承，且伸びる

ことを考えなければならない。時代の潮流は相当に急で

ある。それは夫灸構造的に組み合わされて行く。それを

すなをに見きわめ，バランスを保つよう流れに棹さす努

力を惜しんではならない。他を顧みて後進の位置を急速

におし進めるため，切に政策の躍進を図らねぼならない

と思う。
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ように更に付加価値を増して大衆に直接販売出来る事業

ではないから製品原価の内に占められる木材の価格は約

50％に達するのである。然るに残りの原価を形成する

製造工程に於ても薬品，燃料，人件費等合理化するのに

難かしいものが沢山あるから幾ら製造工程の合理化を計

ってもそれから出て来る経費の節約は知れたものであっ

て木材の急激な変動には比ぶべくもない，現に昭和28

年に爆発した木材価絡の急騰の為めに29年に於けるパ

ルプ会社の採算は一勢に悪化したし29年の木材界の下

落艇より30年の決算はパルプ会社に好影撫を与えてい

る。

このような激変を商事会社ならばいざ知らずパルプ会

社の如き長期且つ大混摸な生産会辻が常時受けて居ては

たまらない。製精会社や石油会社の如きどうしても原料

を他に求めざるを得ぬものなれば兎に角自分達の努力次

第で此の原料問題を解決する手があるとすればパルプ会

社が叉備林問題と真剣に取り組んでゆくのは当然であ

る。それではパルプ会社の造林実績ばどうなって居るで

あろうか，調べて見ると，

バルブ備赫の問題点

局
垂
日
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(31 2．7窒篁）

橋

1． パルプ会社が造林するわけ

大戦の厳しい洗礼を受けてから10年，次第に霊の

歩を辿るにつれて林材界も鞠苅と異なる進承方をして来

た。その中にあって特に著しい進出をしたものにパルプ

事業がある。

癖畿直後繊に300万石の原木需要しかなかったものが

紙，化繊事業の伸びに応じて急轍腫その数を増し率F度

においては約2,500万石を使い経済企画庁の計画による

と昭和35年度においては内輪に見績ってもその数量は

3,400万石に上るといわれている。すなわち溶識直綾の

10倍以上，全木材使用量の2割を占むる様に発展した

毒黛も珍らしいものであるがこの飛躍がパルプ会社をし

て原木の集蒲を増友困難ならしめて来た。そうしてパル

プ会社は次第に備林を持ちパルプに最適な原木を安価に

ス手しようという遠大な計画を立てさせる様になって来

た。然し乍ら造林の本礎を考えると土地を持っている者

が地上の立木を伐った場合これに楢体することは森林法

にも明記してある通り造林の原則であるからその伐った

木を使う需要者には造林する義務はない筈である。世に

は良くパルプ会社嫁山を荒す編こ誤っていい粒伝えられ

るが価値の少くない赤松や雑木に多大の付加価値を生ぜ

しめてパルプに造り上げるパルプ会社ば徴められこそす

ｵ煽灘されることはないと信じている。

それならばパルプ会社は調飛法を金霧匪条として造林

ば一切山持ちに任せて自分は伐出された原木を使ってパ

ルプを生産しておれば良いのであるが事業の発展にとも

ないパルプ材が更に多遮に要求されるので遠い将来の為

あにも現在の伐緬t地以上のパルプ林を仕立てねばなら

ぬしこれをパルプに関係ない人公に任せて鑑くわけには

ゆく震い，此処にもパルプ備林の必到塗が起きて来るわ

けである。

パルプ事業ば木材の内のリグニン其他を除去して繊維

素を成可く純粋に採り出す産業である。製紙や化繊業の

《
〉

|実行蔵数|事業面稜|保育事業|事業予算
10社 1 ,452町3,747町270,224千円

14 8, 160 3, 184 1 148,112

14 1 11,774 10,435 1258,891

14 9，404 14，382 248，290

15 10,342 120,205 1320,695

15 8，369 25，331 894,445

年度

昭和25年

26年

”年

28年

29年

30年

0

ピ

（予澄）

上の表から推定すると大体パルプ会社は毎年1万町歩

の造林をして行く計算であるが，これが仮りに30年後に

成林して町歩当500石のパルプ材を曲すとしても500万

石しか供給出来ぬことでありこれは現在の針麹劉パルプ

材便用量約2,200万石の22％にしか当らない，無論将

来共パルプ材を国有林並に民有林からの貿材に仰ぐ．とし

ても少なくとも使用量の半分程度は自給しなければ安定

した操業朧むずかしぐあるまいか，そうするにほ現在の

約2倍程度の造林をする必要があることになる。

2．パルプ備林に対する障害

然るにパルプ造林を現在の2倍に押し進めるには色為

の障害があるが，その最も大きな原因は土地の鍵得であ

る。終戦後地価は連年高騰を続けてきたがこれが保安林

の買_上げや電源開発の劉倶に刺戦され東北地方に於ては

町歩5,000円程のものが，今や3万円以上もするという

ことに立ち到って仕舞った。中には九州地方の如く未だ

に1万円以下の例外もあるが3万円以上の地価では最早

造林の収支つぐなわぬ価格になって来た様である。

今一例を取ると

地 代（町当） 30,000円

垂
一

筆者・東北パルプ山林部長
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高橋 パルプ備詠の問題点

畠蓬舗(畷洲:胃
伐 期 35年
伐期収穫（町当） 600万
金 利 5分

として計算すると此の山の伐期における立木価格は出石

1石当り800門となる。

パルプ造林地の伐出費を500円とすれば，発駅石当

1,300円となりパルプ原木としては獅騨一杯の価格とな

る。従って前魅の如く町歩30,000円もする東北地方に

溝いてはパルプ会社が他に方法を講じなくては社有林を

持ち得ぬこととなり此の傾向は遅かれ早かれ他の地区に

も波及することとなろう。この困難を解決する為に我令
は分収林や借地林を取りあげて見た。例えば或るパルプ

会社は岩手，宮城の両県に対し県を仲介として町村地に

毎年300町宛10年間の分収耕雲約を結び本年第6年目

をむかえて計画通りの造林実績を上げて居る。叉北陸，

山陰地方においてもパルプ会社と町村地に結ばれた分収

林には見る可きものがある様に聞いて居る。この襟にし

て土地臓入の困難を打破して着実にパルプ備林を築きつ

つあるが此の分収林を押し進める_上に最大の障害となる

ものはその分収率である。現状に於て憾果行造林の分収

率5分にひきづられてパルプ会社も町村から5分を迫ら

れるが分収率が，斯くの如き低率では決して採鄭にあう

ものではない事は株業に多少智識のあるものならばすぐ．

に気のつく処である。既に林総協の或人は7対3以上を

適当なりとし林野庁の某技官も6．5対3．5を主張され

て居る。無論采行造林の分収率を変更することは難しい

と思うが，やはり時代iこ適応する率に代えることは急務

ではあるまいか。

此の町村有地との分収林を基礎として更に分収率を有

利に導く為めに国有林との分収林設定を望み度い。由来

国有地に此の種の契約を結ぶ時は公益とか地元僅先が採

りあげられて私人や法人の如き特定小数は問題にならな

かったが,考えて見ると国はパルプ会社の造称に対して

ば社有地の造林に対して融喪を行うのみで分収林に対す

る融黄，パルプ備林に対する積立金制度も未解決の艦で

居る様な次第で何等積極的の意図を有していない，他面

針葉樹によるパルプ増産をこれ以上喜ばないのであるか

ら，せめてパルプ備林でも奨励して将来の増産に供えて

はどうか，それには丁度国有林の林極賑換を機会にパル

プ会社との分収林契約を進めて将来の針葉樹資源対策を

計り併せて我国の基幹産業の育生に努むくきである。

我燕パルプ業界は決して既存の国有林の成林せるもの

の上にパルプ備林を設定してくれ等とは毛頭考えて居な

い。自分の手で新しく造り出される資源によって我左の

産業基盤を固めようとして居るのであって此のことに誤

解を受けては困為のである。前例を見ても判る如く或る

会社が毎年千町歩の造林をするなればその喪用に5千万

円を毎年支出せねばならない。従って35年の伐期迄に

は17億5千万円の資金を投ずるのである上に此の造林

盤の大半は税法上会社の資産に綱入されて経費として整

理するわけにはゆかぬのである。

いいかえればパルプ会社の出した利益で炎本の蓄蔵を

計るために造林投費をしてもその投資の半分以上は利益

金として税金で持って行かれて仕舞うのであるから厳正

な利準追及の投資に徹した場合にはパルプ会社はその利

益を利廻の悪い造林事業等にはまわさずに，もつと有利

な事業に使うことは当然であろう。

斯かる弊害を取り除きパルプ会社をして原料材確保と

いう真面目な菱本蓄被をなさしめる為めに我禽はパルプ

備林積立金制度を作成し10年間の課税免除を願出て居

るがこれさえも過去3年間に渡り握りつぶしにあって居

るのでああ。此の撒に土地確得の困難，分収率の不合理

積立金制度の不成立等パルプ備林に対する障害は誠に酷

しいものがあるのでこれを煎じつめればパルプ会社はお

となしく木材を化工してパルプを作って居れぽ良いので

土地も沢山ないくせに備林等とはおこがましいという事

になるかも知れない。然りと雛も若し国が之等の資源を

充分造成して呉れるならば宜しいがその片鱗すら見出せ

ないのが現伏であるからパルプ会社ほ懸命に独力で備林

造成に努めねばならないわけである。

3． パルプ適樹の育種育林 、
パルプ会社が備林を造成するからには従来の如き木材

の物理的性質を尊重する造林法は採らないで専ら含有繊

維の質や量に重点を侭き其の上に成長の早い樹種の造林

に進まねばならぬ。これについてパルプ原木として最重

要視して居る赤松の造林法が従来ば極く粗放な天然更新

に依って居たので之を集約なる人工植栽に更め又苗木は

優秀なる種子から育てたものを使って此の目的に副う様

努めねばならぬ。其の一端として4年前よりパルプ材協

会を通じて各社より年額百万円の試験費を投じ林業試験

所にパルプ造林の試験を依頼して居るが更に本年より各

社育種園，試験場，研究所を設けて各々創意による育種

林を実施する外短期育生の外国樹種を導入する等一定面

稜より最も経済的に最多曇のパルプ材を生産する稜に尽

力しようとして居る。こうして最少の面稜から最大のパ

ルプ原木を自力で生産してゆくことがパルプ会社を繁栄

に導く近道であると信じて居る。巨大の森林資源を誇る

欧米のパルプ会社は既に此の点でも数歩前進して居るか

らにば筒更のことであろう。そしてパルプ以外の木材需

要産業即ち，炭鉱合板製材等の一連の木材遮篝勤糒林の

実施に心掛ければ政府当局と雛も産業備林について現在

の如き冷淡ではあり得ないものと思う。 醗冬）

一

一
Ｆ

▲

郵
一
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タネの産地調は，ヨーロッパのアカマツで実行され るいとかいう成績が発表されているが，造制洋上もしく
て，タネをたがいに麺典して造林したところ，各地とも は造林挨術上どんな意義を有するであろうか。
造林地附近のタネがもっとも成績がよく，遠方からとり そのもっともいちじるしい欠点は，タネを華してい
よせたものは奎育がわるいか，あるいは職形が不良にな ないことであって，おなじタネを1カ所だけしか造林し
ったといわれる。すなわち北方系のアカマツは樹形がよ ていないから，たとえ成績がわるくても，産地のためで

いかわりに成長がおそいが，南方え移すと成長がさらに あるか，あるいは遺伝子に重大な欠点があるタネを使つ
いっそうわるくなるぱあいがある。また南方系のアカマ たためであるかわからない。すなわち産地謂職としては
ツを北方へ造称すると樹形がわるくなりやすい。 タネを遠方へ送ると同時に，それを原産地附近へ造淋し

___-------…_.~_－局､－－~…一.一一－----.一…‘ て，両者の成綴を比較するともかく，ヨーロッパで

はタネの醸池がやかましく

いわれるから，わが国でも

とくにアカマツでは，これ

を追試する必要があると認

め，澗蕊試験場へ依頼した

ところ，小鐡莫ながら実行

に着手されたときく。

タネの醇池問題は，原産

地腱おける造林成績が優良

であっても，これを遠方へ

造林すると成績がわるくな

ることがあるから重要であ

る。したがって，造林地附

近に優良澗扮･(プラス林分）

があるぱあいには，そのタ

ことが重要であって，原産

地胆おける造林成績が不良

であるとすれば，遠方へ造

林するぱあいの成績がわる

くても，醇池のためである

と憾惚定できない。ヨーロ

ッパの蜜池問題でも，造林

地I纐丘に僅良泳分がおおい

のに，遠方から不良ﾎ扮の

タネをとりよせて非難され

ている例がめずらしくな

い。すなわち品種問題と混

同されているぱあいがあ

る。

塵池試験は，おなじタネ

産地試験と

品種試験

鐸

中村賢太郎
(30.12．20受理）

り
一＝一留一』●目亭冒＝草一四 ー一一■一一畦且｡口汚'一

を使うばあいに，造林地の罰戻によって奎育がどうちが

うかを吟味するものである。

オモテスギとウラスギとは，掴肋学上変種とみなすこ

とが適当であるといわれるほどで，産地問題の対象とし

てかならずしも適当であるとは考えられない。しかしな

がら，ウラスギの函也（領域）へ，オモテズギを造林す

ると成績がわるいことが有名になっている。

したがって,裏日本で産地試験を実行すると,ｵﾓﾃ

ｽ竿の坐育がわるいため，その成績がはっきりあらわれ

る。たとえば青森県碇ヶ関営搾署部内へ，村井三郎氏が

設定した試験地では，高知県などのスギは大葡扮が枯れ

てしまったのに，新潟・秋田などのスギはさかんに成長

している。

これに反して，表日本へ設けられた塵池試験で鰹，ほ

とんど差があらわれていないようである。オモテスギは

幼時の成長が早く，ウラスギは初期の坐育がおくれると

いわれるが，その差ほおおむねわずかである。

わが国における産地識の第二の欠点は，タネを吟味

していないことである。

天然林は，その蜜池によって過言子がちがうか，ある
いは遺伝子の差はわずかであっても造赫成績がちがうた

め，地方品種童たは気候品種と呼ばれることがある。た

とえば富山県のタテヤマスギ（立山杉）や秋田県のトウ

ドウスギ（桃洞杉）などは，幼時の戊畏がおそいが，寒

ネをとって造林するのが常識である。それだのに，塵也

も系統もわからないタネを遠方からとりよせて失敗した

ためにｦ灘されている例がおおい。

造沸繩附近に朧不良桝分（マイナスオ粉､）ばかりで，

適当の母樹がないぱあいには，不良f罰徴のタネを使うか

あるいは遠方から優良母樹のタネをとりよせるかが問題

になる。

フィンランドでは最近でも，産噸葡題がやかましく，

タネの函池は造林地から200km以内にかぎるという報

告があるのに反して，スウェ戸デンでば，ドイツのタネ

をとりよぜて造休している例がある。

そうなると，わが国でもタネの醇池試験をおこなう必

要があるが，おなじ場所へ各地のタネをとりよせて造林

すると同時に，おなじタネをその原産地および気候がち

がう各所へ造体する必要がある。たとえば岩手県のアカ

マツを，岩手・東京附近・名古屋附近・四国および南九

州などへ造林することが望ましい。ただし，産地試験に

使うタネは原璽池ではりつばな造林成績を期待できるこ

とと，後日必要に応じておなじ遺伝子を有するタネを得

られること力這菫真である。

わが国には15～20年前に設造されたスギの画世試験

がおおく，仮隈産または何営林鶉産のタネがよいとかわ

笹

鍾
一

一

筆者・東大教授，鍵博
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一一

林でば樋鍬にちがうことがめずらしくないばずである。

天然林でもエリート（精英樹）をえらんで，そのタネ

を使えば造林成績がよくなることが期待されるが，人工

林でばエリートの選抜はその効果がいっそう大きいであ

ろう。

ホ鐸鈎#籍は，おやしげな塵池講談を飴こない，その

成績にもとづいてタネの配給銭狽Iを設けながら，一方に

おいてエリートの選抜をやかましくいうことには矛盾が

ありそうに見える。エリートのタネを使えば造脈成績が

よくなるものとすれば，塵池試験のぱあいにも，品濯講

験とおなじように，餓勘のえらびかたを吟味することが

童要である。すなわちわが国に設定されている大多数の

産地試験ば，品種の知識が鬚塞していなかった時代の遺

物であって，現在ではその価植は認められない。

産地はおなじであっても, f罰劉のえらびかたによって

造林成績がちがうことは明らかな事実であるから，函也

試験は崎澄の母樹をえらんでタネを集め，しかもタネを

まして両方へ造林することが望ましい。一方的のぱあ

いでも，塵也のほかに，遺蹟子を慧意して優良母樹をえ

らべば，実用上の意義が高い。ただしおなじ造林価値を

有するタネをふたたびとりよせられるように寺都してお

くことが重要である。

すでに述べたように，タテヤマスギやトウドウスギを

とりよせて試験地を設定することは意義があると思うが

これはむしろ品種試験と承なすべきで，さらに一歩を進

めて数本のエリ－1､を選族して個体別に造林してゑた

いo

既成品種のサシホをとりよせるばあいには，品種名を

記載しておけば十分であるとしても，講溺祁暁のぱあい

には，おなじ品種でも，ク戸一ンでないかぎりは，母樹

ごとに個体別にあつかって，個体差を吟味することが望

ましい。品種といえるかどうかうたがわしいばあいに臆

篝重の造林でも，品種名だけでば-f分でない。

今後の鎚密な造林試験には，おなじク画一ンのサシキ

苗を使うことが望ましく，ミショウのばあいには，おな

じ母樹のタネで大きさや重さがほぼひとしく，しかもお

なじ日に発芽ずあものを使う程度の注意が必要になるで

あろう。

要するにわれわれが理想とする産地試験ば，ほかの地

方における造林成績がすぐれている優良品種もしくは，

造法子が優秀であると推定されるエリ－1､のタネ室たは

サシホをとりよせて比較試験をおこなうものであるか

ら，むしろ品種試験と呼ぶほう力鏑当であろう。すなわ

ち品種に重点をおいた産地試験であって，造林地にもっ

とも適当である優良品種の選抜を目的としている。

優良品種また朧エリート朧遣伝子がすぐれているとし

さの害に対する抵抗性が強いという報告がある。しかし

ながら，いわゆるアキタスギやヨシノスギを品種と呼べ

るであろうか。

たとえばトウドウスギは普通のアキタスギとちがう点

があるばかりでなく，ほかの地方のアキタスギもすべて

おなじ造林成績を期待できるかどうかうたがわしい。し

たがって特定の地方から，いわゆるアキタスギをとりよ

せて失敗しても，すべてのアキタスギが不適当であると

断言できないし，また特定のアキタスギの成績がよくて

もどこのアキタスギをとりよせても類似の成績を期待で

きるとは考えられない。そうなると，いわゆるアキタス

ギはひとつの品種といえないから，これをとりよせた産

地議験は彬農上無曝罰朱に近い。また早口のスギと鷹巣の

スギとをとりよせて識直することもおそらくムダであ

ろう。

アキタスギの棒造の慨良猟分から，できるならば母樹

の個体別に，擁反したタネをとりよせて，造林成績を比

較鋳討することは重要であるが，おなじ池方のダネはす

べておなじ造林成績を示すことを保証できないかぎり，

来歴がわからないタネを使った産地試験は意味がない。

とくに人工淋のぱあいには，タネの塞池はおなじであ

っても, f罰封のえらびかたによって造称成績がいちじる

しくちがうことが，東京大学千葉県演習林ですでに証明

されている（東大演習獅轍告43号)。それだのに，どこ

のウマノホネかわからない入エ林のタネをとりよせて設

定した産地試験があまりにおおい。

産地試験は梼走の天然林または天然更菊馳のタネを使

い，かつタネを菱藻して造林することが重要であって，

人工林のタネをとりよせて一方的に造林することは，

ノンセンスであるというよりはむしろ危険である。

産地試験を実行するには，おなじ璽池のタネを使えば

いつも類似の造弥成績を期待できることが必要である。

おなじ龍方からとりよせたタネが，顕欝のえらびかたに

よって生育状態がちがうことがあるとすれば，従来のよ

うな産地識は意味がないばかりでなく，むしろ有害に

なるばあいさえ考えられる。

わが国では造林用のタネは配給の区域がきめてあって

タネの産地がやかましくいわれるが，天然林のぱあいに

は醇池によってある程度まで共通の特性を有するとして

も，人工称には遺伝子が極端にちがうものがまじってい

る不安がある。

オモテスギとウラスギとのばあいは別として，天然林

でも，塵池の銅侯がすとしぐらいちがっても，造棚戊績

にいちじるしい差ができることは考えられない。これに

反して，おなじ塵池のタネでも，母樹のえらびかたによ

って,かなりの差ができる.ばあいがあるべく，とくに人エ

ー

側

､亀
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てもほかの地方へ造林すると成績がわるくなることがあ

るから，それぞれの造林地で産地議験をおこなう必要が

ある。すなわちほかの地方における生育状態がすぐれて

いるものをとりよせて試植するばあいにば，一方的に造

林することにも意義がある。

ここでいう品種は，形態の礪識でわけられる鯉吻品種

ではなく，造林価絡がすぐれている林業品種でなければ

ならない。すなわちほかの地方で経済価値が高い優良品

種を各地からとりよせて，造林せんとする地方における
侭劣を比較するのが主目的である。エリF- 1､をえらんで

これをふやすこと瀝謹葵であるが，スギではすでに多数

の優良品種が知られているから，これらのうちから造林

地の蕊寛に適すると考えられるものをとりよせて，遥淋

試験をおこなうことが急務である。

ヒノキば，確実に品種といえるものは知らたていない

が，枝のふといヒノキがおおい地方では，屠篭または木

曾の王漉方面のヒノキをとりよせて，比較試験を論こな

うことが望ましい。ただし枝のふとさは立木度によって

ちがうから，3,000本うえと10,000本うえとをつくりた

､､。また寒冷地でば御岳山中腹のヒノキを識直すること

も必要であろう。いずれのばあいにも，どの識封または

どの森休からタネをとったかを記載しておいて，後日必

要がおこるばあいに，おなじ造休価値を期待できるタネ
をふたたび得られるようにしておかないと，せっかく'の
試験がその佃順をうしなう。ヒノキのぱあいには，品種

識溌でなく，むしろ塵池試験に近いが，タネの来歴を明

らかにしておくならば，相当の効果が翔侍できる。なお

ヒノキでもニリートをえらびだして，これを鐸也へ謝直

することが重要である。

館来の蔭也罐禽は，各地方から手あたりしだいにタネ

をとりよせて設走するのが普通であったが，こ､れではほ

とんど無意味であるばかりでなく，かえって蝋輯さえ蕊

臘されるから，今後の鱈池試験は有名な優良品種のサシ

ホをとりよせるか，あるいは特定の天然生美林または優

良植栽鉢もしくはエリートのタネを集めて，造休成績を
比較すること力這重要である。産地識という用語は誤解

をまねきやすいから，これを品種試談とあらためるか，

あるいは品種を主体とするZ夢I』試験と呼ぶことが適当で

あろう。

料鑛家が品種と呼んでいるものには，形態の特徴によ

あものがすくなくないが，癖のうちでも獅業上遜蕊な

ものがある。たとえ砿枝の大きさば造鉢上重要な腿質で
あるが.環寛とくに立木の密度によってかわるから.遺伝

子がちがうばあいでないと,品種ということはできない。

品種をわけるには，成長がはやいこと，形質がすぐ・れ

ていること，病虫害や気象の害に対する…性がつよい

ことなどが重要な性質である。

しかしながら，古くから知られているように，遺伝子

がおなじものを植えても，造制地の蕊寛によって成長瞳

および形質などがかわることがめずらしくないから，林

木では醇也試験が重要である。

従来の試験地のように，各地からいろいろの品種をと

りよせて，造林価値を比較して，それぞれの林地でもっ
とも有利である品種をえらびだすことも鬘諺§であるが，

それと同時に現在知られている鱈秀な品種ならびに今後

毒戎される優秀なク戸一ンを，気候および土壌条件がち

がう各所へ識直してその進沸肺剛直を梅計することが急務
である。

タネまたはサシホの蔭他と，造林地との蕊寛がいちじ

るしくちがうと，成長錘や木材の形質がかわるものとす

れば，潭池試験と呼ぶことが適当であるとしても，遺伝

子がすぐれていると考えられる優良品種を各所へ植えて

造泳価格を吟味するものとすれば，品種試験ということ
もできよう。

実際問題としては，造林成績ば主として品種すなわち

遺伝子に支配されるか，あるいは環境の影響をうけるか

明らかでなく，考えかたとしては品種と蔭也とにわけら

れるとしても，現実にはこの両者を区別できない。

なお品種を吟味しない産地試験は時代おくれであるが，

それぞれの品種の生育状態は造澗地の環境に影瀞される

から，産地問題とはなれることができない。
8

造称浅術者は，あくまで産地と品種とになやまされる
わけである。

一部の学者があやしげな産地試験を金科玉条としてい

るのに，熊本県菊地郡水源林の武藤品雄氏はヨシノスギ

の造林地からクモトウシすなわちウンツウ（雲通）をえ

らびだしたといい，兵耀展…3富楢村の松下仙蔵氏は

宮崎県からとりよせたオピスギ（妖肥杉）の造休地から

選抜したと伝えられている。
全国各地とくに西日本でいわゆるヨシノスギの評側が

わるいのは，吉野制鑛の優良造林地からでなく，若くし

て多量に線漢する不良母樹のタネを集めて販売したため

であるという説がある。しかしながら，いわゆるヨシノ

スギは台湾における造林成績がよく，現在でもたくさん

のタネが輸出されている。

タネの産地によって造林成績がちがうことがあるから

産地試験は必要であるが，餓討を吟味することが重要で

あって，エリートまたは優良秣分のタネをとりよせるか

あるいは鰹良品種のサシホを使って造林すべきである。
要するに，従来のような産地試験はお鱈むね無用の長

物であるが，優良品種をとりよせて認識地をつくること

はきわめて重要である。従来のような品種もしくは餓封

の選択を考慮しない産地試験は時代おくれであって，今

後は各地の睡良品種もしくは優良母樹林または特定の優
良域封(エリート)のタネまたはサシホをとりよせて，品
種に重点を鑑いた識地を設定することが重要である。

育種がさかんになって優良品種力靖成されると，これを
ほかの地方へ試植する産地識読が必要になる。すなわち
気候に対する適応性を調査することが重要であるが，さ
らに二壁の性質によ為造梯成演の差ならびに肥審の効果
をしらべなければならない。
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スギ新クローンを分散試植して

（30．11．29受理）
一一～一一一一孫多－－~､一､~､へ~-----､~､へ~－～福田

昭和28年に始まったスギ新クローンの分散試植は昭

和30年の春で，北は秋田県朧巣町から西は大分県日田

に及び営林署8，大学6，其他で1カ所に大体5品種10

本宛を送りました処，最近其成績報告が集まり蓑した。

こんな試承は日本としては最初のことだと考えますが，

中には熱心に報告された処も多いので其の成果は見るべ

きものがありました。

最初広島県戸山村の個人の姿山が4割枯れたと報告し

た蹟には其取扱い方が悪いのだと考えましたが，三重大

学からも婆山が3割枯れたと報告されて見ると，自分の

畑で移植したのでは何の変化もなく見事に生育して居る

品種でも他方に行くとこんな結果に成るものかと考えま

した。其後広島県から婆山の損失は6割に達し聖点も’

割枯れたと報告されて見ると分散試植に可なりの失望を

感じました。

処が諸方からの報告が集蓑ると姿山の損失嫁至る所に

多く，先方から頂接受取りに来たものの外は全部という

有様であり，姿山の外にも戈千足の損失が極めて目立ち

瑞雲聖点等も各所で損失して居るのを発見した時，之

ば20年に充たない新しいクローン抵抗力が弱く注送で
は植付当時に嫁活着した様でも，夏頃に成ると筆ツポツ

枯れるのだとのことで解りました。先年秋田の膜巣営林

署え送った瑞雲が得体の知れない枯れ方をしたので北方

から病菌を持って行ったものだろうと云われたことを思

い出し菫した。

20年に充たない〃戸一ンはこんなに損失の多い中にも

30年位経つと鞘を古いク戸一ン，天心，日本晴，相生，

全勝，夕畑，深山の誉などにはそんな不成績のものは発

見しません。しかも所は各地に及び何カ所もがI略を同様

な状態なのを見た時,新しいクローンには休眠期があり’

20年位して初めて覚醒現象を表すと云うことを立証する

もので低あるまいか，夫は挿付の代数などには全然関係

がありませんでした。こう考えて見た時1種の款喜が浮

んだのであります。つまり，今まで学者も気付かない有

力な試験が成立ったからであります。

多くの分散試植地の取扱い方は一様ではありませんが

枯損の分合とか，枯れた品種の額向には余り変化が現わ

れない処を見ますと，クローンの休眠期間とか覚醒現象

は略灸確定して居るものの様であります。何しろ北ば秋

田から西朧四国，九州に及んで居ますので，土地的関係

などでばありません，でも誰か之までこんな試験をした

人があり，それとは反対な結果を得ているものがあるか

も知れ蓑せんが，ないとすれば今の場合之は有力な靭暁

資料だと考えられます。

こうして分散試植した澤&果ほ，品種の齢息に就てもだ

いぶん好く解りました。今年の生窪の報告では，関西

以西では深山の誉が第1位で，相生，全勝が之に次ぎ，

関東以北では，相生が第1位で，天心，日本晴が之に次

ぎました。その全体から見ますと全国を通じては相生が

第1位の成績でありました。相生は此春，私の山元も見

本称として約400本宛植しましたが，穐員はほとんどな

く平均して好く育ち，中には50糎以上伸びたものもあ

りました。

相生はスギ新品種ものがたりにも述べましたが，元は

劣勢kの枝をサシキしたクローンであります。私は30

余羊間クローンの育成に努力して居りますが，林の中の

優勢木からは余り良い品種は閃て居り蓋登ん。先達,益

緑などの様な山一と云われる優勢木の枝をサシキしたも

のは見る影もない発育力の劣った品種で，今はサシキな

どして居りません。

近頃スギの糖英獅選出の声が磯んでありますが，それ

ば此優勢未本位の傾向がありはしないでしょうか，昨年
静岡県森室で懸賞蕊集したスギの精夷封には，こんな条

件があった様に思いますが，近“野会長さんからの手

紙を見ますと，サシ付の60％が生存し活着したものは

20％であり，本年も蕊集するから御意見があれば聞き度
いと云うことであり霞した。私の記憶によると咋隼の募

集条件はざっとこんなことでありました。

1． スギ株令30年以上称縁の木は取らない。

2．高さが一段澗赤より2割以上高く，太さが次位の

木3本に対して3割以上，5本に対して5割以_上大
きい木

3．校が細く，樹冠が小さく，枝の枯れ上りの好い木

4．幹にクセがなく，心材の色が赤い木
先づこんなふうに書いてありましたが，こうして選ん

だ木ほ果して精蕊でありましょうか，私は之に対し私
としての意見を述べて上げました。

私の選んだ品種の中で夕畑も劣勢木出でありますが，

此春ば自分の山え見本称として定植するのに間に合わ厳
かつた為め，夕畑は京大などへ送りましたが，同所から

は率は下さったが成潅震が参って居りませんが，私の

山え植えた約800本の苗木は見事に根づきまして，発育

力も帽生より劣っては居りません｡私としましては育種
は1種の漣艇であるが為めに，こんな識直をして見まし

たが，之からの研究家ば新しいクローンをお持ちであり

菫したら是非共全国的に分散試植して見て頂き度いと考
え重す。

＝
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スギの品種問題に対する

国有林のあり方 －特に九ﾘ'lllの場合一

－－－－－－…日下部兼道
（30．12．2受理）

に新品種がつくられつつあるのである。

× × ×

九州には地方的に極めて多くのスギの品種があり，そ

れぞれの稚畏を認識されてそれぞれの地方で造林されて

いる。局においての調査でも150種を数えることが出来

る。これらについていちいちの調査が出来ていないから

同名異種，異名同種が相当あるであろう。しかし，これ

らは多くの場合，とにかく普通種に対してプラスの特性

があることはその地方品種が生れたこと自体から考えて

容易に推察される。殊に品種獺念のすすんだ地方の品種

は，かんたんに片付けられてはならないと思う。

× × ×

柿などの例を見ても，明治37～8年頃から，国内各地

よりの品種の集め方が初められている。明治45年の興

津の園芸調険場の特別報告によると，それ迄に集った品

種は3,000点，品種名を有するものが1,030点，確実

な異名同物が93点，異品種と承とめ得るものが,937種

に達工ている。その後これらについて鋳討藤つづけられ

ていると思うが，今なお優良品種を数品種惇限定された

話をきかない。ただ特長が詳細に研究され，これに応じ

て適地通品種の栽培が行われているの象である。

スギの場合，この第1段階の品種の集め方や鋳討もさ

れていない。蓑た検討することになったとしても，そう

かんたんに綿論が出る筈がないことは，造林事業の実態

を知る人なら，誰でも分ることである。

× × ×

つぎに,これらの仕事の担当機関の問題であるが,云う

までもなく，議験場が主管するのは当然である．しかし

林業関係においては，満学そのものが多くの推定によっ

て組象立てられていると云っても過言でなく，試験と実

際とを判然と区別し得るものではない。いかなる理論も

結論も特殊の条件の上に立った点的存在にすぎない。そ

れで赫業の実行においてはつねに試験的研究的意味を多

分にもっていることを忘れてはならない｡･試験場と実行

機関の任務をサイ然と区別しようとするものは，林業按

術の実態を知らないものと云うことが出来るであろう。

林木育種の場合，このことが特に強調されなければなら

ない。育種の第1の仕事妹，先づ自然の与えた変異霞の

発見である。今林業関係で問題になっている精英樹の選

抜，発見もこれに属する。この事業など林業関係者がこ

隣一〃ユ函ゴー一万毒一一一一・｡一琶一一■ー牽凸一ー二■室一一一■ーpmF〃 ■－－－ヴ▲守'一愛マローー

熊本営澗漏では中川経営部長の着任以来，管内のスギ

造林の方針について， (1)国有林に棺栽するスギの品種

幟優良な数品種に限ること， (2)それ以外の品種または

品種不明のものは原則として植栽しないことを強く局の

方針として打ち出され，現在この方針によってメアサ，

アカ，アヤ，ヤプクグリ，ホンスギ，アオスギの6品種

を推奨品種と指定して国有林の造林事業がすすめられて

いる。このことは従来ややもすれば，品種の見さかえな

しにスギでさえあれば，その品種系統を考えず植栽する

と云う傾向があったことに対しての警告ともなり，事業

の実行担当者にハツキリした品種観念を植えつけること

に大いに役立ったと思う。その意味でこの決断に対して

は敬意を表するものである。

× × ×

がしかし，今日なお，品種観念の植え付けという初歩

約段階にとど蓑ってよいものであろうか。そしてまた，

九州の赫業浅術水準から云えば，在来種ともいうべきこ

れらの品種を特に優良品種としてきめることが技術的に

見て妥当であろうか。優良品種とする以上，他の多くの

品種との比較において検討がなされなければならないと

思う。云う迄もなく，剃錐試験場貸財謹場の推せんであ

るから，相当の根拠もあることと思うが，それにしても

他の品種を原則として植えないということは，他方に埋

もれているかも知れない多くの優良品種に対し，土俵を

ふませず，勝負を決めるようなものであって，かくれた

る逸品を見のがすおそれが多いと思う。今の段階として

は多くの品種について，既に知られている特長に応じて

出来るだけ多く試植して次代の人盈に脇暁資料を供する

ことであると思うし，これが現代に生きる技術者の謙虚

な行き方ではなかろうか。

× × ×

わが国は地理・地形の関係で地方的に気候風土が著し

く異なり，立地条件の変化がきわめて多い。こんなとこ

ろで，どこにも適する万能の品種などある筈はなく，立

地環境の相違や経済条件の相違に応じた適品種を育成す

べきである。このことは漫業，園芸界を一寸のぞいても

すぐ分ることである。林地から見れば田や畑などは環境

条件が非常に斉一されていると思うのであるが，それに

もかかわらず，極めて多数の品種が栽培され，つぎつぎ

一
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日下部 ： スギの品種問題に対する国有林のあり方

ぞって，広い目と広い網でさがさなければ，成果をあげ

得るものではない。さらに次代検定や品種の適応性の検

討など，現在のような言議場の規模を以ってしては，単

独ではとうていなしとげ得るものではなく，実行溌関た

る国有林や一般休業家が，それぞれの分野において，自

ら試験や研究を担当しなければ育種事業の発展は期せら

れない。国有林で企業的経営の万全を期するのも，林業

技術向上のため，試麺f究に力をつくすのも，要ほ国

民のためである。何れおとらぬ重要な国有林の使命と思

う。大きな試験研究などは一林業家や個人に負担せしむ

くきものでない。それにもかかわらず，雲通杉その他立

派な品種を作り出しているし，現在当局で推奨している

品種の如きもみな，民間の手で育成されたものであるこ

とに患をいたさねばならない。これを思えば国有林とし

ても，もつともつとこの方向に力を入れることが，当然

ではあるまいか。それでは具体的に如何なることをなす

べきか。これについて卑見の一端をのべて見たい。

(a)先づ議験場において品種見本林を設置すること。

現在この種の計画はあると思うが，さらに構想をひろ

げて，管内は勿論，必要に応じて管外のすべての重要品

種をもうらする品種見本林を造る必要がある。これば品

種毎の職分を造ることが理想であるが，事実上実行出来

ないと思うので，単木的に見本林の中に植えこむことで

猫足しなければなるまい。これによって，生理，形態そ

の他ある程度の研究は出来ると思う。

(b)各営林署でその管内で一応よいとされている地

方品種につき，試験林分を作ること。

これはその品種の特長を発揮するのに最も合理的な立

地や施業法をえらばなければならない。地方的によいと

されているからには企麹勺に見て大きな危険をおかすも

の2思わないし，それほどギセイを払う必要はないと思

う。この際，比較対照の林分としては，前記の推奨品種

でよb､と思う。 。

なお，この事業は糖英樹の次代検定林と同じワクのう

ちに入れて実行されるべき性質のものである。

(c)以上二のつが差当っての必要な仕事と思うが，

さらに資料を総括して，「九jIilにおけるスギ品種総覧」

を図鑑式に取りまとめて学術資料とすること。いうまで

もなく，これで優劣を決める必要ほなく，現在まとめう

る費料を可及的に集ある様wこすればよいと思う。このこ

とも国有林の協力なしには出来るもので憾ない。
× × ×

以上私個人としての意見を,遠慮なく述べたのである｡

これが実行に多くの支障を考えられるが，国有林として

は一挙手，一投足の労で意義ある研究が出来ることが多

い。少なくともこの方向に向って国宥林が動いて行くこ

とを九州林業界のために心から願ってやまない。

（終り） （昭30．11．18）
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昭和30年造林用苗木生産量
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林業に導入した薬剤と

その合理的実施
野原一ヂーQ圭一一～ｰ一一一品､｡~一い▲●一一一一一一一ー＝全一＝一一4－一与包南一・■、一一 勇太

(30.11.25受理）
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消毒と機械…．

合理的薬剤実施の例

む す び.…

よしんぱ安くて，よく効く薬剤があっても，如何に使

用すれば，より安価に，より効果が得られるかを，突込

んで研究せなければならない筈です。随って調製法か

ら，撒布法，その時期，撒布機械は何何をえらぶべきや

と，深く堀下げる必要があります。

かく考えますと合理的に薬剤を実施しようとするなら

ば，先づ以って相手方の病気をよく知ることでありま

す｡病原菌は何んであるか，その病原菌は何処から浸入

して，病害を起すか，その胞子は何時頃飛散するもの

か，この場合どの程度の温湿度が発芽の最適となってい

るか，その菌は何処にどうして越冬し，どうゆう経過で

植物体のどの部分から叉寄生浸入するか。病徴はどんな

所に特徴があるか斯儀に病気の事と両々相知ってかから

なければ，真の合理的な薬剤実施ほ望むべくして出来な

い筈です。

此の様な意味から話しの順序として極常識的な事では

あるが艇薬についての一般的の事を先づ御照会して見ま

しょう。

2．農薬とはどんなものか

農薬法には，農薬を定義して「農薬とは農作物，農林

生産物を害する菌，昆虫，線虫，変二類，ネズミそのた

の動物，植物を駆除する薬物を言う」といっているが，

広義には，これ等の有害生物を害する天敵をも農薬とし

て取扱われています。

農薬の使用目的が，有害生物を除去し，終局的には，

1．まえがき

およそ苗畑の病気にしても，森林の病気にても，これ

を治すのには，色凌と手段が必要であって，或一面の方

法の象では到低完全に病気を制えることは，出来な､､の

であります。

これを具体的にいうならば，杉の赤枯病を治すのに，

単に薬剤だけかけてさえ居ればよいかと言っても，それ

だけでは充分な防除は不可能であります。先づ施肥の問

題も考え，除草其他の撫育管理から一さいの事に留意し

て苗木そのものを頑健に育てて常に病気に対し抵抗ガの

あるように養成しなければなりません。

苗をつくるのには，色公の総合的按術に侯たればなり

霞せんが,事病気に対しては，最も機種的であり，しか

も経済的にこの病気の防除の成果を挙げられるのは，や

はり薬剤織布と言うことになりましょう。

薬剤撒布でも，合理的に実施すると言う事になると，

薬剤は如何なるものが，経済的で,なお且つ効果的であ

るか，此面を先づ第1に考えて選択しなければなりませ

ん｡

薬剤の効果がたとえ，顕著であっても，非常に高価で

あまり薬害があって使､難いようでは考慮せねばなりま

せん。言わんや，人畜に被害があるようでも，到抵理想

と獄申されないのであります。

純

争

障

筆者・林試保謹部，樹病研究室長
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野原：林業に導入した薬剤とその合理的実施

農林生産物の増産にあるから，その具備すべき要件も自
ら定まってくるのであります。以下これを列挙すると，

1．植物に薬害がなく，寄生物を完全に除去し得る

こと◎

2．安定度高く，保存に絶え得ること。

3． 調製及び使用法が簡単で，人畜に被害なく，何

人挺も取扱い得ること。

4． 薬効は長く持続すること。

5．廉価であること。

等であります。

3． 農薬の分類

農薬はその化学的，物理的性質,使用の目的,適用の

形式,寄生物に及ぼす生理作用等により，種を分類でき

るのであります。

1．使用目的による分け方

a殺菌剤 b殺菌殺虫兼用剤

c殺虫剤 d補助剤

e除草剤 f果実防腐剤

g発芽抑制剤 h殺猟剤

i植物ホルモン剤 j 染色添加剤

2．使用の形による分け方

a液剤（石灰ボルド戸液，石灰硫黄合剤，銅製

剤，硫酸ニコチン，機伽溶麟I,DDT\", B
HC乳剤，ホリドール乳剤等）

b粉剤（除虫菊粉，セレサン，メルクロン，ホリ

ド戸ル粉剤，硫黄華等）

cガス剤（二硫化炭素，ク戸一ルピクリン，硫

黄, BHC等）

d潅注剤（ナフタリン，水銀剤等）

e塗布剤（石灰塗抹剤，その他）

f毒餌（瀞団子その他）

3．生瓊作用による分け方

a中毒剤

（1）消化系中毒剤“素剤，弗素剤,DDT,B

HC)

（2）呼吸系中毒剤

接触剤（ロテノ戸ン剤，ピレトリン剤，二コ.チ

ン剤, BHC,DDT等）

瓦斯剤（二硫化炭素）

（8）腐蝕剤

b忌避剤

c誘引剤

4．化学成分による分け方

a無機化合物（砒素剤，弗素剤，銅剤，硫黄剤）

b有樹上合物

アルカロイド剤（ニコチン）

芳香剤（ベンゾール系，ナフタリン系，ロテ

ノーン剤，ピレトリス剤）

脂肪厩剤（砿油，動植物油）

5．使用方法による分け方

a撒布剤 b撒粉剤 c燃蒸剤

． d土壌消毒剤 e種子消毒剤

以上のように農薬の分け方は色々あり，叉一種の農薬

は必ずしも走ったものでなく，区別の判然とし厳いもの

もあります。普通我灸が実用的に多く使われている分け

方は，用途による分け方であります。

農薬の分け方は，問題でないように考える入もあろう

が，農薬を研究し，これを上手に使おうと思うならば，

先づこの薬は如何に効くか，何のための薬か，充分承知

してかかる必要があります。さもないと折角の薬を全く

無効に終らせることさえあるのであります。

4．林業薬剤（殺菌剤）として

導入した主なもの

林業薬剤として溥スしたものは，農園芸方面から見る

と，甚だ少く，且つその使用量も前者に比べると至って

少額なものと推測できるのであります，参考までに昭和

30年度版， 日本植物防疫協会発刊の，植物除疫年鑑よ

り抜すいした，登録農薬一覧（但し生産量少額のものは

省略した）第1表を参照せられ度い°

5．展 着 剤

展着剤は農薬の使用目的による分け方によると，補助

剤にはいるものであって，農薬の合理的な撒布には密接

不可分であるから展着剤そのものの使用にあたって留意

せねばならない点を次に申し上げる。

6． 展着剤を用うる注意

展着剤は，農薬の物理的性質特に，いわゆる展着性を

よくして，主剤の効力を一層発揮させるためのものであ

ります。随って農薬，病害虫，植物の種類をえらぶべき

ことは今更言うまでもありません。

例えば毒剤や保護殺菌剤は，植物の葉に薬を出来るだ

け長く付着させておかねばならないから，薬剤が植物え

均一に，然も長い間附着しているような展着剤，つまり

固着性の強い展着剤（カゼイン石灰など）が必要であり

ます。

叉除虫菌やニコチン剤など直接害虫にくすりを付着さ

せる速効性の薬剤には，固着性よりも薬剤が充分に拡が

って浸透性を増すような展着剤，例えば農用石鹸などが

よいのであります。DDT, BHCのように接触剤であ

って，しかも残効性の高いものにば，展着性があってく

すりののびのよいもの（リノ戸など）を用います。

ところで展着剤は使用農薬ののびや固着性などに重要

な関係をもっていると同時に，展着剤を加えても，その

～

■

一
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野原：称業に導入した薬剤とその合理的実施
一一

第1表登録農薬一覧 （昭和30年1月末現在）
一

－一

生産量(使用量）

単位，斑

1,930,936,

(1,784,205)
－

ｰ 2，289，0“
(2,189,251)

－■－

| '｡703,000
321,891

(292,505)

’
薬 剤 名薬剤の種類 件数 主 な る

－

び
剤
び
剤

鍛
獅
搾
蝿

》
》
｜
錨
鮴

×
一
×

サン讓ルドー，三共ボルドー，水銀ポルドー
フヂボルドー

粉ボルドー，水銀讓ルドー務剤，三共ボルド

17燕鱗割鯛：
撒粉議ルドー，日産撒粉ボルドー，
粉剤，ホクコー撒粉水銀ボルドー

27

×硫酸銅

’
５

○
グ

９
Ⅱ
▲

～

|ウ夫プﾙﾝ(水銀製剤,号), リオケン’×浸演用水銀剤

－

×塗抹用水銀剤 ’
604，253

(567,797）5 セレサン(塗沫用水銀製剤1号)，粉用ルベロン

セレサン石灰，リオケンダスト，日農セレサン石灰，東亜セレサン石 29,471,971
灰，ヤシマセレサン石灰 （26,977,194）蕊水螺腸訓| “ 〆

Ｊ
８
３

０
４

２
３

１
７

５
９

６
６

５
＄×石灰硫黄合剤 76 ～

I

’
凸

’
29，205
(33,782）

硫黄水和剤 4 ソイド，水和硫黄

113,680
(118,488)硫黄粉剤’11 硫黄粉剤50, 庵原硫黄粉剤50,撒務用硫黄剤

｜ 275，823

(245,953）
日農〆イセン水和剤，ダイセン水和剤，亥イセーン日産×ジネフ水和剤 Zi q

－

ナプ粉剤 ’ 216,959
(216,573）

ダイセン粉剤6，東亜変イセン粉剤6，×ジ

フアーパム,ヂラ| 16 ノッ．クメー1,,ヂンクメー}、
ムサーラム剤 ’

50，023
(58,765）

ー

×生石 灰’4！ ～

| ア ’ク
ピ

432，423
(527,899）

ロ
〃
一

一 ノレ

リ ン
～

｜”×属ゼ寓石認 １
１

380,673
(392,183)

二

一b■

～

『－

|“''-,グﾗﾐﾝ,=ｽﾃ'ﾝ,＝ﾂﾃﾝ,ﾃｰﾜ，
414，792

(376,248）
－

艤誉1．生屋壷（使用量）昭和28年10月～29年9月の1年間

2．×嫁，搾鴬で主として取り入れ使用せる薬剤

主剤に化学的変化を与えないことが絶対条件でありま 7．病害の防除と殺菌剤の上手な使い方

す。 1）殺菌剤はどんな鰯期に使うのがよいか

例えば，銅剤に強い酸性の展着剤を加えれば，水溶性 苗木の病気を防ぐのほ治療でなく，予防であります。

の銅を増加して，薬害を起すとか，アルカリ性の展着剤 従ってそのことが，充分判っていない人に朧病気が甚だ

は，有樹上合物の殺虫剤の多くのものを分解して効力を． しくなってから，大騒ぎして，くすりをあびせるように

減ずるなどの結果になります。 むや承に撒布する。その結果が，よければよいが，仲倉

随って当然各薬剤庭は夫々の性質漣，てきした展着剤 効果があらわれない。そこで，病気は防ぎえない恐ろし

があるわけで，この点を充分承知して実施せねばならな いものである。そして薬はきかないものとあきらめてし

いのであります。 まうのであり霞す。これは苗木の病気を，防ぐ・のは治療
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野原：株業に導入した薬剤とその合理的実施 吟.

3）殺菌剤はどんな撒布方法が効果があるか

殺菌剤の大部分のものば，植物の葉とか，茎に撒布す
るのが多い。これらのものは大抵噴霧器を使うが，この

場合噴霧口は,植物体から'~2尺離して細霧にして撒
布し，葉の表面や裏面に，万辺なくつくようにするのが
大切であり薑す。杉の赤桔病のような場合は，下から上
に病気が伝播蔓延するのが，特徴であるから，やはり，

ノーズルを地表すれすれにして上方に吹き上げるよう入

念にかけ，最後に表裏一体にかけるのであります。

噴霧する時噴霧口を植物体にあ重り近づけると細霧と
ならず洗ったようになる。一見して充分消毒効果が上る
ように思われるが，これは大変な間違いで，薬は葉や茎

●

に附着していないから，効果ほ劣るのであります。それ
の象でなく，薬害を起しやすく，叉薬そのものも大変不
経済であるわけです。

4）病菌の侵ｽ場所と薬剤の撒布方法

病気の種類によって，病菌はどこから侵入するか，定

まっている。例えば葉の表，裏の区別なく，どこからで

も入るもの，角皮接種(表皮接種と呼ばれるのは，病

菌の発芽管や，菌糸が寄主の表皮細胞を貫いてはスるも

ので，この方法を行うものは，植物の気孔の附近に病原

菌の胞子が発芽しても，ここからは入らないで表皮を貫
いては入るものである。かような病気に対してば葉の表

裏の区別なく，、くすりを万辺なく，撒布しなければ，効
果はないと言える。これと反対に，気孔接種と呼ばれる

方法で病菌が植物の体中に入るものがある。これは病菌

の胞子の発芽管，菌糸が気孔を通って体内にスるもので

ある。例えば誘病菌の夏胞子,燐胞子,ﾉﾐﾐ1､病(露菌揃
菌の分性胞子，種なの不完全菌類の胞子或は細菌などで
あります。

こういう病気の場合は，欄吻の気孔のあるところに，

薬剤をよく撒布することが大切であります。キウリのベ

ト病を防ぐには，キウリの葉の認可のみにく式りをかけ

るより裏面にかけることが大切である。それは裏面に気

孔が多いことから病気がはスリやすい状況からでありま
す。

この犠なことは一例にすぎないが，要するに病菌は植

物の何処から入り込むかを充分知っておいた上で，くす

りをかける場所を選ばなければ，その効果をあげること

は難かしいのであります。

5）展着剤を使うこと

殺菌剤に限らず殺虫剤でも同様であるが，かけた薬が

よく植物につき，長くその効果を保つことが大切であ

る。特に植物によってはなかなかつきにくいものがあり

蚕す。

よい展着剤を殺菌剤に加えて使うことは，農薬の上手

でなくて，予防であることを，忘れているからでありま
す。

一体吾灸が病気が出たと認めるとき，詳しく言うと，

病徴の現われた時には，既に病原は，その植物の体中に

入り込んでいるものであります。これは病気の種類によ

って無論違うわけです。病原菌が寄主体に浸スしてから

病微の現われる間に，可成の日時がかかるが，この時期

を潜伏期と呼んでいます。この潜伏期は，病気の種類に

よっても違うが，その条件腫よっても一定でない。作物

によっては3～4日位で，短いものでは数時間，長いも

のでば1～2カ月のものもあります。樹木の例で申上げ

ますと，

斑点性病害.. ､……･･7日内外

スズカケの木褐点病．､ ･･7～10日

ケヤキノ白星病･･･…7～14日

カキノ円星落葉病･…･･3カ月

マツノコプ病…･ ･…1～6年

そこで殺菌剤を撒布するには，その病菌の漫入前でな

ければならぬ事が大切です。

2）殺菌剤ほ濃い液を回数少くした方がよいか，それ

とも淡い液を塵々使う方がよいか，

一般にくすりは漉度の濃いものを撒布すれば，効力が

あるように考える人が多いが，これは間違いであり童
す。病菌を殺す程庭の濃度でありさえすれば，淡いのを

塵々かけた方がよいのであります。これはある程度以上

の濃度では，いくら濃くしたからとて，左程殺菌力を増

すものでない。の承ならず，かえって植物に薬害を起し

易い。常に病菌が作物の上にとんで来ても，殺菌出来る

溺壼の薬がついていることば，薬の経済からも有効であ
ります。必要以上のくすりをかけて，薬害を起したり，

或る時期には薬が植物上にないようでは，病気を防ぐ目

的を充分に果すとは言えませんそこで比較的濃度のう

すいもの〈殺菌し得る程度のもの）を，回数を重ねて撒

布するのがもつとも望ましいところであります。

筆者が杉赤枯病防除について行った合理的薬剤撒布に

関する基礎試験の結果について参考までに後述する心算
であります。

更に農薬の作物について一例をあげると，キウリの露

留病や炭疽病はよい例であります。キウリに濃度の高い

ボルドー液を撒布すると，痴蓋の殺菌は出来ても，キウ

リの葉は硬化して，一向溌鑛しなくなり童す。反対に淡

い濃産のボルドー液を充分腱撒布すると，病気を防ぐ．ば

かりでなく，薬害もなく，収益も上る。それならばうす

いのがよいと言っても，どの程度ならよいのかが問題と

なります。これは作物の程譲や品種,病原菌などその時

の外界条件などで一髭しがたいのであります。

‘鐸

あ

司

錘

－
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野原：称業爬導スした薬剤とその合理的実施
一

第2表主要病害と適用薬剤
’

－

－

名
’ 施用時期

’ 施用 量薬 剤 名病

蕊
ぶ
に
Ｏ

ま
際
１

に
の
汚

鍾
癖
〃１

％
陸
械

２
１
１

４
◇
《
Ｕ

の
一
》
》
》ｌ

Ｊ
Ｊ

毒
毒

砕
鉾

剤
１
Ｊ

繍榊
熱

｜

’
針葉樹稚苗の立枯病

’

一葺

’

９

０

Ⅱ

■

■

Ⅱ

！

■

Ⅱ

Ⅱ

■

■

■

Ⅱ

■

Ⅱ

■

一

Ａ

■

■

９

６

９

■

０

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

１

０

０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

■

■

Ｕ

Ⅱ

■

？

。

Ｂ

■

■

■

■

■

■

■

■

■

■

凸

■

且

■

■

■

■

日

■

・

０

■

８

■

Ⅱ

Ⅱ

Ⅲ

Ｂ

Ｈ

０

ｊ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

三

■

Ⅱ

Ⅱ

■

■

■

日

日

Ⅱ

Ⅱ

Ｉ

－
－
－

カラマツ苗の灰色かび
病

剤銅水和剤，銅水銀水和

ボルドー液（3斗式）
銅水銀水和剤

水鍼扮剤

ボルドー液（6斗式）ボルド

cc/mg
倍, 600cc/mg

レサン5：消石灰20）

６
２
２
戻
叱

o0c（

506
59
セレ

スギの灰色および病，

菌核病（雪腐病）

スギの赤枯病

ヒノキのペスタロチア

病

アカマツの葉さび病

根雪直前

９
ｒ
Ｂ
■
■
■
■
日
日
日
日
１
日
■
Ⅱ
■
凸
■
■
・
■
■
■
１
８
■
１
■
１
１
■
■
■
■
■
■
日
〃
一
■
凸
■
■
且
■
■
■
■
■
■
■
Ⅱ
日
日
且
■
■
８
０
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｉ
８
百
一
・
６
０
１
日
日
日
■
Ｏ
Ｂ
８
日
０
０
１
１
１
１
１
１
口
弓
日
■
■
■
ｑ
８
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ

5月～10月8～9回
〃 〃

銅粉剤

一
一

-液（5斗式）
二一

春～秋ボルド
～

春（4,5月）秋(9,10
月）数回

苗木に対して同上

3～5kg/反当り銅粉剤，ダイセン粉剤

ボルドー液（6斗式）
変イセン水和剤

一
一マツのこぶ病

’
石灰硫黄合剤（ポーメ0.3｡） ，

説檸純職･虹ﾊ斗)
ボルドー液（6斗式）
銅水銀粉剤

一
一
一

1

鍔:獄讓

ツバキのもち病

新芽の開く前から数回

凸

初期の病徴に二週間お
きに数回

一
一

マ

クワ・キリ等の灰色こ
うやく病

患部に撒布叉ほ塗布す
る

一
一

｡

’ ウスプルン加用ボルドー液(4斗
式，ウスプルン5匁／水1斗）

病枝を切除後直ちに撒
布

一
一サクラの天狗巣病

銅水銀粉剤

ボルド戸液（5斗式）

ボルドー液（5～6斗式）

ウスプルン加用ボルドー液

（8～5斗式）

１
１
Ｉ

■
９
■
凸
９
１
Ⅱ
Ⅱ
！
■
ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
！
■
９
１
Ⅱ
７
９

開葉以後9月上～中旬
産で4～5回ゲヤキの白星病

クリの鶏古病

～

＝

8月下旬頃から2～3回

2月下旬頃病枝を切除
後1回，開葉後二週間
おき

～

’キリのたんそ病
～

鶏蘇嵯繍塗布
' 6月下旬, 9月中旬

|鰄喜識｡踊
銅粉剤

濠ルドー液（4～6斗鋤

水銀粉剤

|同上
|石灰硫黄合剤(鑑-＊』~2｡）

塗沫用水銀粉剤（種子消毒）

ウスプルン加用ボルドー液

’ 二
｢一一二一一
’ ～
|反当り 3kg

l 同上

｢函爾

クリの胴桔病

スギの黒粒鯛古病

マツの葉ぶるい病

カラマツの落蕊茜

ヒノキの葉ぶるい病

クリの芽枯病

|

1
5月下旬以降数回

芽プキ前に落葉に撒布

同上

芽プキ前に1～2回

種子にまぶす
開葉後秋まで二週間お
き

ハンノキ類の褐斑病

－18－



野原：凋梁に導入した薬剤とその合理的実施

錐使い方であります。

6）殺菌剤と殺虫剤の混用を上手に便分けすること。

同じ植物で同じ頃に，病気と害虫が発生する時には，

殺菌剤と殺虫剤を混用して防ぐと，薬剤撒布の労力が半

減して，経済上得策となります。そこで養苗家は，これ

を希望する場合が多い。例えば，杉の赤枯病と，スギの
赤ダニの場合，ボルドー液にサツピランを，ボルドー1

斗につき0.5～1.0勺（乳剤）を混ぜて使う。叉，現在

窒素肥料の葉面撒布等も各所で用いられるようになった

が，この場合も消毒薬に，尿素肥料を，鑛ルドー液ユ斗

#こつき0.5%(1J :59r)位混用すると言った例も，労力

節約上望ましいことであります。

農業作物で言えば，馬鈴蕊の疫病と，テントムシ〆マ

シの場合，6斗式ボルドー液に砒酸石灰を，ボルドー1

斗につき15～20匁緬帳用して一石二鳥を狙っている
のであります。

しかし，殺菌剤と殺虫剤とを混用してはならないもの

もあります。例えばBHCの如き殺虫剤に，アルカリ性

の薬剤を混用すると,BHCの有効成分γが破壊され

てその効力が減退するのであります。よしんば混用する

ことが出来ても，単独でやる場合よりも，効果の劣るも

のもある。例えば，ボルド戸液とDDTの如きものはそ
れであります。

時の天候は，最も薬害と関係があります。早抜の場合は

薬害が起り易いが，特に土壌が乾いて根が水分を吸収し

がたい場合は一層甚だしいのであります。叉強風の日，

或はその直後は薬害が多いから，その場合は撒布を差控

えるのが安全で，早抜の時は潅水するか，灌蔵してから

撒布すると薬害が霞ぬかれます。

かように薬剤を撒布する場合には，その時の天候に注

意することを忘れてはなり富せん。

8）撒布前後における他の薬剤との関係

前に述べたように同時に2種の薬剤を混用すること侭

よい場合と悪い場合があるばかりでなく，単用しても薬

剤によってば，前に撒布した薬剤と一定の日数を隔てな

いと撒布出来ないこともあるが（第1図参鶇）これも薬

害の関係であります。近来新らしい殺菌剤や殺虫剤がつ

ぎつぎと田て来たので，今後一層その使用法を研究し有

効に役立たせねばなりません｡殺菌剤の上手な使い方は，

(1)にその目的の病気を知り，②にその薬剤を知ること

であります。この両者の精通者こそ，農薬の上手な使い

手であります。

9）導入した主なる薬剤と適用病害

・このことは第2表にとりまとめたので本表を参照せら

れたいと思います。

9． 消毒と機械

今まで使われていた噴霧機はその嘩皀の至って貧弱な

ものがあったように思うのであります。

実際10～20町歩のような大きな苗畑でいざ病気が発

生した場合，貧弱な消毒器に依存していると，消毒の適

期を逸することはいうまででもないのであります。薬剤

を臨機応変に適期を逸せず撒布して消毒の目的をほたす

ためには，当然薬剤撒布に用いる器具機賊の能率を図る

事ば，これ叉，薬剤の合理的実施の要件であります。

此意味で私しが先年林学会誌,植物防疫,森林防疫ニ

ュース等に掲載発表した，ミストスプレヤF･等の事は，

一つに此点に留意したのにほかならぬものであります。

此事は是等の雑誌を参照せられ，ここでは貧略致します

が，ここで特に申し上げたいことは，新らしい震械ほ新

しいい薬剤を生承，又，逆に新らしい薬剤は新らしい機

､械を生むということで，両者は車の両輪のような密接な
関係があることをおふくみ願いたいと存じます。

（以下次号〕

謎

一

一

■

ノ

巽
ヱ
ミ
鶚
墓
鱈

二
壁

降雅脳謝謝

第1図連続使用出来ない農薬

蠣田仁郎氏原図）

× ×

7）撒布時の天候と殺菌剤の使用

植物の生宥伏態を考えないと，薬害を生ずることがあ

ります。叉同じ生育状態でも品種によって違う。撒布の
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一

、
目
剛
目
日
日
同
月
月
門

全

8P.patulaSchl・etChFml半喬木，メキシコ
原産 52．8実生

9P.･caribaeaMorl.喬木,北う錬部原産
52．7実生．

工挿穂

以上9種の中から，いずれも1年枝を採り，なるべく

均等なものをそろえて，長さ7～8cin太さ3.5xmn前
後のものについて穂作りを行った。処理区えはアルファ

ナフタリン酪酸の10万倍液に，24時間浸漬処理によっ

たものを挿付ける。

狐挿床

室内に区切りを設け，鹿沼土，川砂，赤土A,赤土B

黒土の5種の挿床を用意した。鹿沼士と川砂は，あらか

じめ微粒子を除く，赤土Aとは軟岩の風化せるもので，

軽しような砂質嬢士に類し，きわめて養料にとぼしい土
である。赤土Bは礫をまじえる粘質壌土で，同じく養料

に乏しい赤土であり，最後の黒土ほ外部から持込んだ畑

土で，肥沃な砂質壌土で黒色をおびるものである。

Ⅳ挿付昭和30年1月22日

Vビニール被覆

ガラス室内の温度は第2表のとおりで，所期の温度を・

保ち得たが，最低温度を少しでも上げるために，室内え

更に屋根のながれと同角度にビニ戸ルの被覆を行い，完

全に挿床を包むことにしたが，準備都合で出来上りは2

月27日であった。

その後の姻里は，普段の潅水のほか，特に3月以降は

雪展を25｡～27.までにとどめるよう，天窓の開閉，通

気に注意した。

（結果及考察）

堀上げ調査は7月6日に行った，この間の挿付日数は

165日になる。その綣果は第1表のとおりで，肉眼で発

根を認めた種類を記録した。欧州産のPpine3P.
canariensisぱいずれも発根は見られなかったが，誰音

では.カルスの形成せるもの5本があった。

『
肘
■
四
一
画
出
『
管
梱
伊
豆
画
Ｐ
Ｇ
吟
巳
『
〕
Ｒ
Ｔ
項
・
可外風塵マツ類の挿木

！

I 伊佐義朗

(30. 913蘂里〕

（緒 言）

本実験は，従来よりあまり用いられていない，二重形
式の硝子室を用いて行なわれたものであることと，比較

的新しい外国産のマツ類を材料に用いた点において，発

表の機会を得たものである。従って実験そのものば予備

的なものであることをお断りして置く。

二重硝壬室とば，ガラス室の全面が二重張りのもので

内側と外側のガラス面に約3cmの空間がとってあるた

め，放熱量の関係から保温効果が犬であり“そのために

無暖房でありながら，従来3～4月に行っていた挿木，

其他増殖に関する試験が，1月の厳寒期からでも始める

ことが可能である。このために一般林木の集約的な増殖

や，育種実験の面にも多く利用されているが，本試験ほ

メタセコイヤ其他数種の林木の綜合実験に際して行った

－部である。

本実験に多大の御援助を頂いた，沼田名誉教授に対し

哀心感謝の意を表する次第である。

（資料及方法）

工実験樹種

1951～2年に欧米の檀吻園及研究所より入手し，実圭

育成せるマツ類のうち，次の9種頃を用いた（澗銭技術

140号一外国産マツ属の育成経過参照）

1PinuspineaL. 禧沐,南欧原産1951. 5実生

2P.canariensisC.Smith. 篇沐，北阿原産
51．5実生

3 P.echinataMnl.霜沐，北米東部原産
52．3実生

4P.virginianaMill.半喬木,北米東部原産
52．3実生

5P.TaedaL. 雷沐，北米東部原産52. 7実室

6P.radiataDon識ぐ,北米西部原産52.11実生

7 P.pungensLamb.半嶽ぐ，北米東部原産

52．5実生

《
蜜

、

■
厚

今

鐘
一

／

第1図 二重鞘子室
（京大演習林，上賀茂試験地）筆者・京大演習林

ノ
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／

伊佐：外国産マツ類の挿木

蕪

蕊篭蕊＃
く

W
‘1

斫

＃》
■

蕊 “"蕊謹

』
《
』

1

0

第2図 P.radizt2の霊伏況
スケールより右側無処理左側処理区
上段より,赤土A,赤土B,鹿沼土.川砂.黒土の順

第3図 P.pungensの発根状況
スケールより右側無処理左側処理区

上段より,赤土A,赤土B"鹿沼土,川砂.黒土の順
も

発榎を見た7看謹の中で，最も成績のよかったのは

P.rz'diat2で，床別にもよるが，これを合計すると処理

煙が60％無処理区で32％の活着を示している。叉，

これ等7租瀕の活着率では，いずれも赤土A区が優れて

も､ることが注目され，更に，ただ一例の処理別ではある

が，拠鰹区がやや優位になっている。

菊池博士''によると，ホルモン剤の利用も新栂支には

効果を認むるも，前年生の枝には殆んどその効果ほない

と言われているが，マツ類の場合には，筒残された問題
であると考えられる。

次にビニール被覆の効果であるが，観測の結果温庭の

点では，室温との差は余り見られなかった。ただ湿度を

高く保ち，床処理には良結果を得られたと思えるが，こ

れは数字が得られなくて残念であった。

~

第1表外国産マツ類の挿木試験

１月
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ａ
Ｂ

理
理
理

処
処
郷

別
土
砂
Ａ
Ｂ
土
土

床
沼
土
士
沼

ｌ
怖
」
陣
Ⅶ
幟
幟
黒
鹿

別
一
少
長

｜ | 備考
一

３

均
長
醜
０
０

平
根
二
二
“
即
一
二
一

大
長
５７

最
根
一
二
一
４
三
二
一

０

津
》
’
一
二
一
恥
二
三
一

衝 種

５
５
５
５
－
，
５
５
５
５
５
５
５

０
０
０
０
２
１
０
０
０
０
３
３

PinusTaeda

根数1本

I

7．02 18．25

7. 16 12.00
５
０

７
０

●
。

５
３

P. r角砺翠↑角

'】菊池秋雄果樹園芸学（挿木繁殖）53
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外国産マツ類の挿木伊佐

老
一

本
木
本

１
１
１

鐘
錘
趣

備

５
０
０
０
３
０
０
０
０
５
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ｗ
一
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唖
皿
一
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一
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一
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一
即
顕
一
一
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ａ
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一
一
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伊佐：外国産マツ類の挿木

第2表挿床月平均温度及湿度1955
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杉と楮の混植栽培法

(於長野県飯山市瑞穂）0
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(30．9．10受理）

通機関に恵まれないために専業農家が圧倒的に多いが，

農業面積ば極めて不充分なものである。従って農家は副

業としては義蚕，酪農，果実，和紙製造,製炭等の副収

スによって経済の樹立を図っている現況である。

緒 言

機は従来から畑地，畦畔，道路，傍等に栽培されて来

たが，戦時戦後の食糧増産によって，年な抜根されて生

産趣は漸次滅少の一途を辿りつつある。一方農家は文化

の導入に従って現金支出が嵩み生活は不安定な立場に鐙

かれ，一朝冷害,寒害，虫害等の天災にあって農産物の

収種が減少すると農家経済の樹立は困難をきわめ，加え

て山林は乱伐によって里山地帯の伐採適合林分は皆無の

状態で，遂年奥地に依存している。諸災害の恒久的対策

として従来の米麦中心挫業を是正して農山地を一体とし

た土地の高率的，多角経営方式趣反り入れていかなけれ

ばならないと思われる。従って今後の山林経営も植栽後

40年～55年経過しなければ収入を得られないと云う，経

営方法ではなく，主林木を育成しながら併せて年盈収入

を得られるものを混植栽培して，長期林業を短期林業化

していかなければならない。ここにその実例として長野

某飯山市瑞穂地区で実施している，杉と猪の混植栽培の

大要を紹介し斯業の発展と関係者の参考となればと思い

取りまとめたものである。

1． 玲濡地区の概要

本地区は（町村合併により飯山市）異聯市の東化8塁

の地点に位し東西5．1キロメートル南北4．4キ戸メーI、

ルで臘娠耐費2,172町歩，謝馳619町，山林1,810町

〈内国有林402町）で山林は全面横の83％を占める純

山村農家である。標高は毛無山（1,649米）を扇笥に山

岳難した山を背にして千曲川に向って略三角形の千鳥
模様を呈し，基岩の大部分は安山岩で表面は，戸一ムで

覆われている。千曲川の沿岸は沖積層であるが，その面

識は少なくこの地帯はほとんど水田となって，土層は深

く肥沃な砂斑壊土であるが，安山岩地帯は比較的礫賀が

多く肥沃度も劣っている。土壌のPHは5～5.8度であ

る。 この地方の気象は大陸性の様相を呈し，年平均気

温10.7度Cで，最高気温30"C(8月)最底気温（－）

6.6度C(2月）であって寒冷な気温である。降水量は

年間1,450ミリメートルで冬期稜雪量が多く深雪地辮と

して有名である。本地区の総人口は5,053人（男2,513

人，女2,540人）で世帯は882戸で，農家1戸当り田

3反8畝，畑3反2畝である。本地区は穫雪寒冷地と交

、～｜ 米｜麦 ｜養蚕|和紙|備考1

収衡笥 5,45F千円
金額54,500

378 4,22亨’石『

千円 千円
2,650 1 5,060

丸’
8,OOO

千円；
3,500

《
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2． 内山和紙の沿革と現況

本地区で生産されている内山紙は凡300年前山麓に自

然発生している緒を集めて原料とし更に母株より苗木を

I反り，これを畑に移して楮を作り原料の増産に努めてき

た。降って幕末の頃本地区の篤農家が，山林を新開して

苅野,焼畑となし，これに椿を植栽して原料の増産と普

及奨励に勉め，明治中年頃薬品を用いて障子紙を作る様

になってから，内山和紙として天下に冠たる基礎を築く

に至った。下高井郡,下水内郡を併せて製紙同業組合を

設巖し組合員570人をようして，原料猪の増産奨励，集

荷，あつ施,製品検査，共同集荷解販売を実施し雪穣寒

冷単作地帯の冬期副業事業として益友隆盛して来た。大

東亜戦争勃発と，ともに食糧増産に呼応して，猪畑の一

部を残して大部分は伐根され和紙製造も衰餓したが，終

戦とともに昭和24年には組合を復起し，優良苗木の生

産と原料集荷に努め，緒の植栽を奨励し，冬期の農山村

副業として以前に増して疑んになって来た。

3．楮の栽賠壌境と現況

植物の生育限界は土地の環境に対する抵抗性適応性に

よって，決まるものであるが，緒は広く寒暖の地に栽培

分布しているが，楮の適する地磁は，火山塊岩，凝灰岩

千枚岩，硬砂岩を基岩とす-る礫質壌士，腐植物壌士で排

水が良好で比較的肥沃地が最も適するといわれている。

稀の主要因子である気象状態について，架下の適地と目

されている地帯を見ても同種に寒冷地，暖地，積雪地等

何れの地方にも分布して，地質は第3期隔，沖稜層，洪

積層，安山岩地帯で，どの栽培地を見ても間作，混植，

空閉鴬鯏用，畑の周囲，道路，傍堤防等土地を高度に活
用して栽培されて，団地にまとまって栽培されているの

は少ない。本地区も同様散在，混植（桑）が主な栽培方
法である。
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－－－－ 小林:杉と楮の混植栽培法

4．杉との混植栽熔法

（1）品種

この地方で栽培されている品種は部落によって多少の
差異はあるが，主として栽培されているのは，葉面及び
梢端部に剛毛を密生して，幹肌は黒紫色で外皮に斑点を
有しでいる。真緒系のもので多少変種されているもので
はなかろうかと思われる。収量憾他の地方で栽培されて
いるものよりも品質，漂白度が共に秀れているといわれ
ている。

（2）繁殖

猪の繁殖法にば実生法，分根法，取木法とがあるが，
本地区で行なわれているのは，少数の自家用程度のもの
は坂木法を用いているが，主として分根法である。

㈹分根法この方法は安全且つ確実で親木の形態をそ
の蓑ま維持し,しかも定植後の生育は良好とされている。

‘種根は定植後3年以上経た良系統の株を母株として，
その株の周囲を堀って根を取る方法もあるが，本地区で
行なわれているのは苗木を堀り取りの際に根の一部を切

り取って種根としている｡秋落葉後,苗木を掘り取った時
に根元5～6寸位残して,それより先端を切って長さ3

～5寸位に切り縮めて翌春埋蔵期まで土中が穴蔵に貯蔵
して置く，種根を貯蔵するには採取後2～3日間位日陰
乾として皮表に小撒が寄る程度まで乾し株元に近い方を
平滑に根先の方を斜めにして20～3味づつ束ねて頭部を
上に排水良好な南向の日照の良い場所に貯蔵して置く。
（ﾛ)伏込管理，本地方は融雪期が遅いため普通伏せ込

むのは4月中旬～5月上旬にかけて行われて肥沃地を選

定し完熟堆肥を,反当200貢前後を一面に散布して,堆肥
と土壌とを良く混合するやうに耕転し，細かく土塊を礫

いて畦巾4～5尺，長さ適宜の短尺型の床を作りそれに
種根を4～5寸平方（坪当100～140本）の間I職に斜に挿
スして上部を僅かに，地表にあらわれる程度に土を掛け

乾燥を防ぐため藁か，もゑ殻を上に敷いている。伏込後
40～50日位たつと発芽するので人糞尿叉は硫安を水で

薄めて施すと種根から相当萠芽してくるので太く健全な
発育良好なものを2～3本を残して他の芽は掻き取り，

更に1尺位廷びた時に1本とする。その間蒙が7寸位の

時に中耕土寄を行い，1尺位の時に第2回を行い，その

他は随時2～3回行って秋落葉童でに，2尺前後となる
からこれを掘り取り仮植する。

(3)植栽

獄直の樹寸躍誰は池力栽培地の状況によって異なって

いるが，この地方では簿鼠杉の純林の場合は，1反歩

30α本～350本（6尺×6尺）を樹寸けているが，鰯直す

る場合は6尺×8尺植とし反当200本～250本位置直す

る。猪の植付方法は予め苗木の草丈を4～5寸位に切り

更に根を4～5寸位残して切り取って準備したものを，

杉の定植した間（8尺）に2尺5寸～3寸位の間隔に反
当400本～450本の杉を植える様に簡単に植え付けず植
穴を充分大きく堀ってその下部に基肥中として，完熟堆
肥100賃，石灰窒素ﾕ.5貫,過燐酸石灰1.5賃,草木灰
2.5貫位を施してあまり深植とならない様に丁寧に植え
付ける。

植栽の例

× ×

○○○○

× ×

８
尺 ×印杉

○印緒

８
尺 ○○○○塗

× ×

6尺 6尺

伐跡の場合は作業龍率，経済面,生育状況の面から考

察して火スを行って猪を杉を植え付ける3年位前に杉を
植えるヵ所を除いて，猪を植え付けて或程度の収穫を上
げた後に，杉を植え付けた方が，長時間収穫を上げられ
るので有利である。

(4)肥培管理

桑口，畑地で混植栽培しているものは生産物を管理す
ることによって手久されるが，杉に混植したものほ，山

地で放任し易いから，混植した場合は特にこの点を留意
しなければならない。卿凹量ば土地の肥清,生育の状態
樹令によって一定していないし山地で自給肥料を運搬す
るに困難であるため，化学肥料の石灰窒素を基肥として

施している。下刈は普通5月中旬に，第1回8月上旬に
第2回行い刈取った雑草木は乾燥を防ぐために株の周囲

に敷いて其の他芽掻の際に簡単に手久を行う，芽掻りま楮
の栽培上最も重要な作業で，どの混植した場合も相当に
液芽が出るから，枝条の発育を斉一にし，良質な繊維を
得るたあに，萠芽数を土地の肥涛によって，制限してい
なければならない。

植付初年目の株当り1～2本立
〃 2年目 〃 2～3本立
〃 3年目 〃 5～6本立
〃 4年目 〃 7～8本立
〃 5年目 〃 10本内外

優良な枝条を得るために，生育期間中は常に林内を廻
って，各節より発生する液芽が木質化しない間に手で掻

取り，小枝の少ない均一した枝条とする。9月中旬頃枝

条が摩擦して損傷を防ぐために藁叉は，細繩で枝の中間
を軽く結束して置く。

(5)収謹

秋落葉後農閑期を系順して刈取られている。良く切れ

〃
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る小鎌叉は厚鎌で，地上5分～1寸位の処を切り，切口
は山の傾斜と平行斜めに切り取り裂けたり，長斜に切っ
た時臓切りなおして翌年の萠芽に支障のない様にする。

刈取るたものを適度の大きさに結束し,その後の処理に
附する。

収謹量は管理の状況によって一定しないが，収穫した
ものは本地方はほとんど冬期副業として識和紙の原料

としているため原料のままの出荷はなく，むしろ他から

供給を仰でいる現況である。

杉の生長 ’ 緒の

恵一髄|単植|比較|生茎|_墨_座_竺
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(6)結び

緒は植付翌年から連年収穫を上げられ，農山村経済の

樹立には適した樹木であるが，現在の我が国の現況から
畑地をつぶしてまで，樋を植える余裕がない，従って今

後導入を図るには，山林原野が主なものとなってくるが

山林樹木のスギ，カラマツ，アカマツ等と異なり，土地
の立地条件の要求度が高いから，徒らに何処えでも植栽

しても，成績が得られるというものではない。適地を選

定しこれら一般樹木の収穫までに長期を要するものに，

混植栽培し土地の立体化と多角経営を図って農山村経済

の安定に資することが必要である。杉と緒の混植栽培法
の大要を記して，今後の林業経営上の参考ともなればと

思い，駄文を記したしだいであります。

”

、

q

、

No.3道路傍の栽培状況

亀
、

宅 俄

No.4畦僻の栽培状況

No.1杉と鱈の混植該培状況渥植後4年目
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ぞむはずはない。こう考えてくると，どうやら，書きか

たもきまったようだから，マエオキはここらできりあげ

て（といっても，もうショウバイにとりかかって，いく

つかの本のナマエをあげました）方棚をひととおりなが

めて承よう。

× ×

まず，育材学の一般をとりあつかった本からはじめよ

う。いま，本屋のミセサキ爬出ている本のなかで，出版

年次のいちばんふるいのは，まえにあげた"育林学原論〃

だろう。育林というコトバを最初につかったのはこの本

だ。育ﾎｨ学を，すでにできあがったものとしてではなく

そのたりないところを，読者とともに考えようという態

度で書かれているといえよう。わがくに，鯖よび外国，

とくにドイツのきわめておおくの文献を引用して，きわ

めておおく，かつ，ひろい知識があつめられているとと

もに，するどい論議がくだされており，いろいろなばあ

いについて，ただしい判断をくだすための，基鐵勺な知

識と批判力をあたえるように，著者は努力しているよう

だ。このイミで，はじめて育林学を営む人の久門的な教

科書というよりも，むしろ，必要な知識と経験をもった

人が，もういちど育方鐸を見なおすときの，テピキとし

て評価されるべき本だと思われる。この本のこのような

性賂は，ウラガエシに見れば，むずかしすぎるという人

がおおいことになる。おなじ著者の，〃造林学樹諭〃

(1949,A5, 177p-350円，朝倉書店）は，学生むきの

ス門書であり，〃造淋学入門〃（ﾎ榛技術癖13，1952，

A5, 66p、60R, 7ｳ鐸技術協会）は，実階嫁むきに必要

な基礎馴識をあつめたものといえよう。

〃育赫学原諭〃がきわめて理論的だとすれば，藤島信

太郎の〃実践造林学識蕊〃(1950,383p.400R,養賢

堂）は，きわめて実際的だ。鞠莉に版をかさねた〃蕊所

論的造林学〃を戦後に書きなおしたもので，ながらく国

有林の経営にしたがわれた著者のゆたかな経験がよく生
かされており，著者がハシガキでのべているように，学

理を単なる学理とせずに，わがくにの適眺の実際面とい
うスクリーンをとおして，広い造$惇の分野にわたって

尭遡腱則して砿謝している点は，実際的な案内書として

すすめられる本だ。しかしながら，文献の引用を欠いて

いることは，さらにふかくはいろうとする人にとって

ば，ものたりないものとおもわれる。また，育棒学の基

礎となる諸稗学の，ちかごろのいちじるしい進歩をとり

いれていることがすぐないのば残念だ。このほかに，佐

藤大七郎の〃育林〃（刺学講座, 1952,A5, 87p､230円

朝倉書店）があるが，わたしの著書なので，たちいるこ
とはよしておく。

これまであげてきたものは，いわば，教奉鱈的なナカ

ミをもつものだが，そのほかに，育称学の基礎知識をも

つ人が，林をとりあつかっていくうえの，いろいろな問

E

育林関係の本から

☆

▲
・
Ｉサト一⑥タイシチロー

｜ ・…』蕊鋤

典
育林関係の本を紹介するのが私にあたえられたシゴト

だが，本のえらびかたはむずかしい。いわゆる「名著」

にハナシをかぎってしまうと，わりあいらくだが，えら

ばれる本ばすくなく，その大部分は，どこでも見られる

という種類のものではなくなってしまう。そうすると，

これを読童れるかたがたの大部分には，本のナマエをお

ぼえるほかには，やくにたたないものになっている。ラ

ジオのクイズに，育林の本の問題でもでないかぎり，本

のヅーマエばかり知っていても，しょうがない。それに，

京都大学の林学教室のひとたちによって，すでに"ｵｩ畔

名著i購彊工〃（彬隷講説シリーズ74, 1955, 40p、50f9
糾業掻繩協会）が書かれており，育林学に関するものも

いくつか解説されている。わたしのカンガエカタと霞つ

たく一致しているわけではないが，重複はさけたほうが

よさそうだ。また，鞠苅のおもな本については，〃青林

学原論〃（中村賢太郎，詞仮, 1937, 470P.400円，地

球出版辻）に，かんたんな溌説があるから，それらにゆ

ずることにして，ここでは，､だれでも，ほしいとおもえ

ば，いますぐに手にいれることができるとおもわれるも

のにかぎることにする。それにしても，あらゆる本をも

れなくならべたのでは,図書目録のヤクメは,はたすとし

ても，わざわざ綱菌をつぶすほどのことばない。図書目

録ならば，〃日本鐸図審目録〃（幾轄販売霧舌会編，

送料共50円）があって，おもな出版社から出ているも

のがならんでいる。そうすると，いま手にはいる本のう

ちから，テゴロなものをえらぶことになるが，〃どのよ

うな本をどう読むべきか〃といったタチパにたつことは

〃世界文書をどう読むか〃というちいさな本を書いたヘ

ルマン．ヘッセルのような，ふかいチエをそなえた人だ

けにでもできることで，わたしのようなカケダシの手に

おえることではないし，また，編集者もそんなことをの

今

弓
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サトー ：育林関係の本から

題を批判的にあつかったものとして，中村愛太郎の〃実

践育粋学〃G銅学全書1, 1948,A5, 264p､480B,

朝倉書店）と，〃森制葡鍔（洞学講座，増補版，1954,
A5, 94p､250円，朝倉書店）がある。とりあつかって

いる範囲は，ふたつのあいだにかなりのチガイがある

が，ともに，著若のかずおおくの舞也筏擦の体験と永年

の思索とから,う承だされたものだろう｡おなじ著者によ

る，天然林の1･リアツカイカタを論じた〃森林作業識〃

(1950, 197p.280Ig,朝倉書店）は，各種の鐸法につ

いてのたちいった諭艤とともに，その錨鑿の歴史が，お

おくの文献をあげて説かれており，わがくにの天然林に

ついても，くわしく論じている。この方面についての唯

一のものだろう。

これらのまとまった著書のほかに，ハンドブックとし

て，〃育澗綜典〃(")II孝三鰡彦, 1955,B6, 670p.
750円，朝倉書店）がある。15人の専門家によって，立

地，樹木，一職肖用樹の育成，特用樹の栽培にわたって

まったく実際的なタチバから書かれており，必要に応じ

て参照するのにきわめてべんりな木だ。

× ×

これらのほかに，育林の全般にわたったものとして

は，何人かのひとによって，それぞれの専門とするとこ

ろを，分担して書かれた本がいくつかある。このような

本が出るようになったのは，この2～3年のことで，育

赫学のi鯵のひとつのアラワレとゑていいだろう。この

ような本ほ，上にあげたような，ひとりの著者による，

むしろ体係的な本の，たりないところをおぎなうものと

して，おおきなイミをもちうるとおもわれる。そのひと

つとして，〃これからの澗業経営"(中村蟹太郎編,1954,

B5, 213p.380円，朝倉書店）がある。これは，実際的

なタチバから，育林上のいくつかのたいせつな問題を，

重点的にとりあげたものだ。 11人の専門家によって，

それぞれ，基礎的な研究のあたらしい成果をおおくとり

いれて解観したもので，研究と実地をむすびつける努力

がおこなわれている。おなじ編者による，繼誌〃山林〃

に連載された識座をまとめた，〃造林識座〃(1954,A5,

196p. 180円，大日本山旅会）は，育林上のいろいろな

問題についてのカンガエカ女をとりあつかっている。こ

の本の特色は，ひとつの問題をひとりの人にまかせるこ

とはしないで，できるだけ縄腰や悩絡のちがう，2人童

たは3人の専門家をえらんで，ひとつの問題をちがった

角度から移嶽しているところにある。20数人の実際塚と

研究者が，それぞれのタチバから，うけもった問題につ

いて，問題点の協鋭と意見をのべており，それを，おお

くのばあい，編者が，自分のカンガエをのべて，おぎな

っている。このようなかわった港は，ココ戸ミとして

一応成功していると見ていいだろう。このふたつの本は

実勝塚を対象としているので，やむえないこととはおも

うが，ほかの本には蓑だ紹介されていない，いろいろな

あたらしいことを紹介しているので，そのヨリドコロと

なった文献をしめしてほしかった。

これらとややオモムキがちがうものとして，〃育制学

新説〃（中村謝受還暦記譲寒編, 1955,A5, 241p.
700円，朝倉響店）がある。この本は，中村教捜の還暦

詰念論集として，同麹受の門下の， 10人の研究者によ

って，それぞれ専門に研究している部門について書かれ

た，綜説をあつめたもので，わがくにの育ｵ;畔の現在の

学問的水準の一部を代表しているものと考えられる。そ

れだけに，最識の知識を，かずおおくの文献を引用し

て，あつめているが，育林学のすべての部門を網羅して

いるわけではなく，重た’内容もやや肩級で，完全に理

解するには，ある程度の塾懇夢蕪識を必要とするようだ。

学問の濯謹によっては，こういう形の本が，年を1冊ず

つ出ている例がおおい。棒学については，外国にもその

ような例はないようだが，あたらしい研究があまりにも

おおくて，すべての原著諭交に目をとおしきれない現在

では，いくつかの問題をとりあげて，毎年1冊とはいか

なくても，蒜鋭をあつめた本をつくることは，おおいに

必要だと考えられ，このような本が，これから多くなる

ことが，剃澤の進歩のうえに，おおいに必要であろう。

× ×

これで，ひろい範囲をとりあつかった本を，ほぼ見お

わったので，いろいろな分科あるいは樹種をあつかった

ものにはいることになる。まず，特定の樹種をあつかっ

たものとしては，われわれのもっともたいせつな樹種の

ひとつである， スギをとりあつかった，〃スギの研究〃

（佐瀧赤太郎悶膠，増訂版, 1955,A5, 754P.850円，

養麗堂）がある。この本ば，佐藤弥太郎教捜の還暦詰含

蕊農として出版されたもので，1950年に出版されると，

まもなく売りきれて，･古本がベラポーな司直をよんだほ

ど，手にいれにくい本になっていたが，昨年，かなりの

増捕をくわえて，謝仮されたので，手にいれやすくなっ

た。育林関係だけでなく，スギに関するあらゆることが

網羅されている。育林に関係したコトガラも，あらゆる

問題が，おおくの専門家によって，こまかく文献をあさ

って，わかりやすくまとめてあり，中心はスギにおかれ

ているが，ほかの織重にも共通することがおおく，とく

に，ほかの本に出ていないようなコトガラをふくんでい

るので，スギに童つたく用のないひと（ごくわずかだと

おもうが）にも，おおいにやくにたつ。

そのほかの樹種については，まとまった大きなものと

して，山内俊枝の，〃実用造材学，エヅマツ，トドマツ

一
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職潅ごとにタテワリにしたものをす菫すと，こんど侭

横に，タネから伐期までのあいだの，いるいるなシゴト

と，それに§態里したものについてのくる番だ。このよう

なものは，ミカタによって，とりあげる範囲がずいぶん

ちがい，どこまでをとりあげていいかまようが，とにか

く，紙数のゆるすかぎり筆をすすめよう。タネをまくま

えに考えるのは，品種の問題だ。澗永の品種と品種改良

の問題ほ，ここ数年のハヤリの中心になっており，〃林

未育種〃や〃糠英樹〃というコトパを口にしないと，ヒ

トリマエにはあつかってもらえないらしい。その〃林木

育種〃を表題とした，おなじナマエだが，形の上でも，

カンガエカタからも，まったくことなった本が2種猿出

ている。そのひとつ，上下2冊からなる佐藤敬二の罐

(造剃学全書5，上巻ユ949,下巻1950,A5,あわせて

521p.上巻420円，下巻480円，朝倉雷店）ほ，迩云学

や育種学の一磁勺な気鰄にかなりのページをさきながら

しかも，樹木の蕊異，品種などについての文献を，もの

すごくあつめているので，じつにこ蓑かな点までゆきと

どいているが，その反面，すこしゆきとどきすぎて，著

者の懲見がつか識にくいというウラミはある。しかし，

齢kの品種と品種改良についての，発行当時童での研究

を知るうえに，たいへんやくにたつ。それに対して，戸

田良吉のもの（筋学識座, 1953,A5, 107P. 250円，朝

倉書店）は，問題を制▽i亀の品種と品種改良にしぼって，

著者のそれらの問題に対する態度を，はっきりとしめし

ている。ことに，〃品種"の概念については，独自の意見

を提出している。それらのほかに，岡田孝郷の〃精蕊劉

選抜による澗木育種〃（二I防澗縦2, 1955, B6,
114p.1201円，北方ﾎ…）があり，遺伝,笈藻，糟郵

選波についての解説のほかに，林野庁の〃精謁封選抜に

よる育種計画〃がそのままこの本の後半をしめている。

なお,おなじ誰溌には,柳沢聡雄の〃トドマツ,エゾマツ

の耀瑛濃躍抜〃（同蕊雲3, 1955,42p.60円）がある。

林木の育種が，外国ではどうすすめられているかにつ

いてば，高橋廷清の〃制沐育種の旅〃（科錐解説シリー

ズ79,1955,44p-50F9,鐸鐵行協会）があり，多少

の欠点はああが，各国の鐵兄がほぼわかる。外国の状況

は，おなじシリーズに，佐嬢孜二の〃今日の繩k育種〃

にも藻類よくまとあてあるが，おしいことに，絶版のよ

うだ。外国の育種といえば，わがくにの剃永育種に大き

な影響をあたえた, B.LmdqUEtのK'lyeneticsm

SwediShfOresizPypractice''が， トダ・リヨウキチに

よって，ホンヤクされて，〃スエーデンの実地林木育種〃

(1954,A5, 154p. 300F9,林木育種協会）として，出

版されている。

育種に野望して，サシキ，ツギキが主要性をましてき

編〃(1948,A5, 456p.)と，坂口勝美の〃実用ヒノキ

育赫学〃(1952,A5, 339p.) (ともに誕賢堂）があった

が，ちかごろ広告が出ていないので出版社に電話をかけ

てたしかめたところ，品切だということなので，ふれて

もしょうがないが，ほかの本にはあまり出ていない，実

際のヤリカタが，ときには道具の図解までいれて，こま

かに書いてあるのが特色で，ふたたび売り出されること

がのぞまれる。このようなものの臆かに，〃パルプ用材

育澗嬢書〃（大日本山洞会）として，〃1．アカマツの造

林法〃（中村蟹太郎, 1953,A5, 62p. 75円)"2. アカ

マツ天然林の坂扱法ゾ睡杉哲夫, 1953, 83p､90円）

"3．クロマツの造鯏（佐藤敬二, 1954, 63p.85円）

"6．ストロープマツパルプ用稀齢＃法，欧州トウヒバル

ブ用材造林瀞（高橋廷清, 1954, 28p.50円）が出てお

り，いずれも，それらの樹種の造林上の性質や造林法を

わかりやすく鯖説している。最後にあげたものは，すこ

し改訂して，外国樹種導入研究会から出された，〃期待

される外ｦ“種〃 (1954,A5,上巻55p.80円，下巻

75p.130円，洞総協）の上巻に雷されている。ついで

に紹介すると，この本は，上巻に唯，うえにあげたもの

のほかに，ポプラとテーダマツ，‐ド巻には，センペルセ

コイア，広紫杉，モリシマアカシア，メタセコイアにつ

いて，かんたんに書いてあるが，この本の題名にもかか

わらず，それぞれの項目の執錐者ほ，あまり期待されな

いという意見のようだ。

近藤助の〃潤翼封用材赫作麹（造林学全書9，1951，

A5,158P.280|円，朝倉書店）も，ここで紹介すべきも

のだろう。澗洋g賞をうけたこの本は，馴究の対象として

はあまりとりあげられていない，広鶏凱の用澗林のトリ

アツカイを，たくさんのべたもので，あまり類のないも

のだけに文献の記載がないのはおしい。

いわゆる特用樹種についてば，片山佐叉の"特殊赫産〃

（制案大系2, 1952,A5, 361p.750円，朝倉雷店）が

ある。そのほかに，倉田盆二郎の〃特用樹露（造満学

全書4, 1949, 276p.)があったが，いまほ本屋のミセ

サキには田てL､ないようだ。特定の樹種をとりあげたも

のには，倉田益二郎の〃三穂，楮，桐の輯著〃（1950,

B6, 217p.200円，アヅミ書房)渡辺盗仲の〃タンニン

アカシア〃（漁業普及シリーズ坐,1955,79p.70R,

澗饒技術協会）がある。このシリーズ帳ほ，ほかに，伊

藤潅三の〃侍殊林産物の需識と輯吉，瀞音収穫編〃（赫

業普及シリーズ30, 19,122p､130円，…『協会）

がでているが，いまもあるかどうかは知らない。特用樹

種については，あまりふかくたちいる紙数がないので，

さきをいそごう。

× ×
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たが，ツギキについては，小野陽太郎の〃図説鐵慮繁殖

法〃（ﾎ鐸大系4, 1953,A5, 207p.480円，朝倉書店）

があり，ツギキについての一般的なことを，くわしく解

説しているが，各論のなかに，われわれのもっとも必要

な針潤徴をふくんでいないのほ残念だ。サシキについて

は,とくにそれだけをあつかった本は,霞だ出ていない。

× ×

育種のつぎにほタネということになるが，研究がさか

んなのにもかかわらず，まとまった本はまだ出ていない

ので，とばして苗つくりにはいると，坂口嵯葵の"育苗〃

（刺洋識窪, 1953,A5, 149p. 280円，朝倉書店）があ

る。タネをとるときからヤマダシまでのあいだの，あら

ゆるシゴトを，基鐵@なことから実際的なこと童で，こ

まかく文献をあげてのべているので，たいへんべんりな

本だが，よくばりすぎて，基礎的なコトガラのうちには

はたして，必要かとおもわれるようなことにまで，たち

いっているのは，どうかとおもわれる。このようなこと

が，むしろ結果において，雑然とした印象をあたえてい

る。松下鋸瞳の"まき付および隊蓉作業について"(1955,

B6. 130p.長野営澗病互助会）は，簡単で要領よく苗

畑のシゴトの実際をまとめているが，地方で出版された

ものなので，あ室り知られていないのは残念だ。このよ

うな出版物はほかにもおおいとおもうが，そのおおくは

非売品だったり，その地方だけにしかゆきわたっていな

いので，ふれることができない。各論的なものとして，

"育苗礎喜〃（1952～|54,B6,70～90p.1.2.5.7IX60

円，ほかは80円，全苗タイムス社）があり，いまのと

ころ1．スギ，ヒノキ（中村費太郎)，2．アカマツ，ク

ロマツ（佐藤敬二)，3．カラマツ（熊淵隆)，5．エツマ

ツ， トドマツ（原田泰)， 6．クス，カシクヌギ（小幡

進)，7．ヤシヤブシ，ハンノキ（倉田益二郎)，8．クリ

（明永久次郎)，10．肥料（芝本武夫)，11．病害（沼田

大学）が出ており，それぞれについて，実際的なことが

要領よく蚕とめてある。

× ×

苗からあとについては，くつに，まとまった本はない

が，はじめにあげた，いろいろな〃趣*学〃の本や，数

人でテワケして書かれた本のなかの独立した項目として

書かれている。

× ×

まだ紹介すべきものもかずおおくのこっており，こと

に，特殊な造休に関するものや，造林の基礎となるいろ

いろな問題についての本には，まったくふれていないが

そろそろ約束の紙数がつきかけたようだ。

あたらしい本がつぎからつぎへと出版されるが，すこ

しまえに出た本は，もはや手にいれることができないぱ

あいがおおい。そのため，ぜひ紹介しなければならない

本でも，出版社で品切になっていることがはっきりして

いるものは，紹介することを象あわせざるを得なかっ

た。1930年ごろにドイツで出版された，100ページばか

りのカリトジの本を，戦後に註間して手にいれた縄識を

おもいあわせると，なにかわりきれないものを感じる。

《
←
二

凸

込

一 一ジー 配 チン子 一安～〆一一一一一一‘〆～ハー 二一 苧 一一一

とかく牧草といえば，家畜の飼料や肥料にのゑ用いら

れるように考えられるが，逓頁で職鐸のう悶沙どめ，斜

面の土砂崩れ防止などの土地保全に大きな鐸馴を果すこ

とが広く認識されるようになってきた。

ところで飼料を対象とした牧草の名著肱少くないが，

山林，原野とが採草地，瑠劉園と適する草の利用につい

ての良書がなく，不便をきわめている。

本書は各分野の蟇窪にこたえ40余種の優良f鐸につ

いて，識者，管理，利用法などを分り易く鵬説して論り

まさに生きた指毒といえよう。

草に関連ある方去の必読をお奨めする。

林野庁詣導部研究普及課

鍛該官小野陽太郎

新 紹 一

刊 介

宇都宮大学教捜
農学博士

倉田益二郎箸

優頁牧草の裁培とその利用

A6版306頁 定価\180〒16

東京者瞭i宿区揚場町9

博 友 社

一一
一一
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随 想 「緑の臓境」という映画の初め

のところに，アマゾンの密休が切

り開かれ，火が入れられて，コー

ヒー園や綿の栽培地になってゆく

シーンがある。その移り変りを，

1本の大きな木が倒される度ぴご

とに，鳥や獣が次第に壁也へ塁馳

へと逃げ込んでゆく所を数カット

で説明している。この場面こそ，

この映画の最も優れた演出であ

り，我左日本人には少なからず身

に迫るものがある筈なのだが，こ

れを観た人の多くには，牛が魚に

喰われるところや，土人の踊りが

印象に残るようである。

野生の鳥や獣にとって，森林は

欠くことの出来ない凄象家である

と云うことは，アフリカの動物に

とっても，日本の動物にとっても

同じことである。ただアフリカの

野生動物たちには，まだ逃げ込む

ことの出来る深い森林があるが，

日本の彼らには絶望の断達が待っ

ているだけである。

由来，この国土に凄む動物たち

は，それぞれが日本列島の古い地

史を物語っているのである。例え

ば内地のツキノワグマは，かつて

の昔この島がアジア大陸の一部で

あったことを，またエゾヒグマは

北緬萱がアジア大陸から，更にア

に雫荒い動物であっても，いずれはこの国土から姿を消

す運命漣ある動物であるとすれば，人畜に被害を及ぼさ

ない刻域でば，やはり罐してやらなければならない。

日本の狼ほ，明治の中葉に亡びてしまった。これば今日

になってみれば，大きな損失なのである。

しかし，この狭い四つの島に8千万の我食と，野生の

動物が共存しなければならない宿命にある現在でば，彼

らの安住の池を考えてやらなければならない。それには

国立公園を彼らの僕象よい場所としてやり，国有林内の

狩猟を制限することである。また島の矯蔓のためには，

全国鐸也に散在する約250万町歩の保安林に，鳥類保護

林としての男葬を与えることである。昔は，烏が森林の

悪い虫を退治するから烏の鐸が必要だと考えられてい

たが，現在ではむしろ，鳥や獣を俵塗するために森林を

整備しなければならないと云われている。これから見て

も保安林を鳥類保濁ﾎ化して,彼らに与えることは,集約

されつつある日本の剃築にとっては好都合なのである。

このように述べ･ると，舞堯に年点大きな被害を発生し

ているノネズミからノウサギまで，保護するかのように

きこえるかも知れないが，これらの癖の害獣侭，目下

のところ非常にその棲息する個体数が多いから被害を発

生するものと考えられる。従って，このような動物は被

害をひき起さなくなる童で制圧しなければならない。ム

ササビも南方系の貴重な動物ではあるが，戦後になって

急に大被害を続発しつつある。このままの状態で行けば

ノウサギ，ノネズミにつぐ害獣になるから，1日も早く

対策を立てなければならない。

欧米各国では，野生の鳥や獣の儒窪と制圧，即ち野生

鳥獣の鞠浬については，それぞれ大きな組繊があって，

常にその管理に当っている。たとえばイギリスには，動

物生態学の第一人者であるC.エル1,ン鯉士を長とする

動物個体群調査局(BureauofAnimalPopulation)が

あり，アメリカには大がかりな野生動翰鯛査局(FiSh

andWildlifeService)が内務省にある。また各州には

それぞれ専門家がいて野生動物の鐵威を常に調査してい

て,多過ぎる時には射たせ,少ない時には保護を加える
ようにして，狩猟との調整を計っているから，猟そのも

のも常に平均した獲物が得られるようになっている。

日本に来ているアメリカ人にとって，この国の野生鳥

獣の管理や，濫猟が野放しの状態にあることは不思議に

思えてならないらしい。それにもまして，不思議なのは

世界的な珍獣であり，法律で保護されている筈のカモシ

カ，そのカモシカの毛皮が山の人たちの腰当てに使われ

ていあ事であるらしい｡.あれだけは，ほんとに一日も早

く何んとかならないものであろうか。

野
生
烏
獣
の
管
理一

蕊
宇

｡

田（
三
○
・
二
・
二
六
受
理
）

川ズ

竜
男

メリヵ大陸に続いていた時代のあった事を明らかに立証

しているし，本州にいて北淡鐙にいないカモシカやキジ

ヤマドリなど朧,津経鰄庚の成立が対馬海峡などより,早

かったことを繼弁に語っている｡．おそらく，これらヒマ

ラヤ系の動物がｵ暗堕して来た時には，既に津軽海峡があ

って北海萱への飾筐が阻まれてしまった。その後になっ

て対馬減爽などが出来たため，大陸との緑が切れてしま

い，彼らはこの国土に封じ込められ,独自の進化をとげ

て，今日見るような特殊な動物になったのであろう。我

凌に剛じみの深いカモシカにしても,キジ,ヤマドリにし

ても，これらはいずれも世界に稀な珍獣であり，珍鳥で

ある。このように我之の身近かにいる動物は，各たが深

い意驍をもっているわけである。今，もしこれを人為的

な原因で失うことがあるとすれば，それは我灸の大きな

過失と云わなければならない。たとえそれがクマのよう

一

筆者・林試保護部鳥獣研究室長
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繋性がいかに複雑であり，いかに電撃の生理的効果を探

究することが困難であるかをしめしている。

作物の種類により，その電撃の感受性が異なり，だい

たいのところ，感受性のほとんどないもの，あるていど

の感受性のあるもの，いちじるしい感受性のあ為もの，

の3種類に大別できよう。

この分類ならびにこれが最高効果をあげる最適刺激量

を究め，電気植物生理生態理論を打ちたてることは，至

難の業と考えられる現状である。

普通用いられる100Vの交流(50～60cyle)と直流

を使った刺激の方法には, Fig.1のように2枚の銅板

を直角に保持し，その間隙を種子が落ちない程度として

－この間隙は種子の変る庇毎にスライドし得るよう設

計してある－ここにそれぞれの方向に種子をならべて

電源開閉器を所要時間だけ開閉し，電撃するところの直

接電撃法(FIg.1)と, Fig.2のように，ガラス製と
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林業の機械化についてはしばしば論ぜられていあが，

電化についてはいまだ農識1門のようにまと霞つた資料

ほ見つからないようである。

現在，林業において畷気が利用されている状況を整理

して承ると，つぎのように大別されるであろう。

1．刺激の利用

直流，交流，レントケン線等を種子とかサシホに当っ

て，発芽率とか活着率を向上させる。

2． 光りとして利用

鰯灯による夜間作業の能率増進，虫取り電灯

3．動力として利用

苗畑の潅慨,木材の搬出，自家発電

4． 熱として利用

苗木の促成栽培，種子の乾燥,木材の切断

5． 電波の利用

木材乾燥，通信（有線，無線)，福利施設としてのラ
ジオ

これらの各をについては，いずれ機会を見て体型づげ

たいと思うが，今回は以上のうち，多くの興味ある結果

がでながらも，その過程の究明されていないもの，すな

わち電気による刺激の問題について考察して象たい。

植物を栽培するときに，電気の持っているエネルギー

を直凄電流霞たは電波・光線の形で，植物の種子・苗に

短時間作用させることにより，その生長を促進したり，

またほ抑制したりして，実用的によい影響を与えようと

する栽培法を総称して畷鑿栽培というのであるが，現在

までのところ，農業方面では，電篝浅培は，各種作物に

たいして，そうとう増収の結果を得ているものがある。

しかし，ある一つの作物において，同一の方法をもっ

て処理した場合でも，時と処により，必らずしも効果が

同一でなく，ある場合に臓数10％の増収をあげながら

またある場合にほ，ほとんど効果の承とめられない場合

もあって，植物の生理状態に影響をおよぼす諸要棄の連

一
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Fig. 1直接に電撃する方法
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Fig. 2間接に電撃する方法

か木製の水槽のなかに，厚さユ、mの銅板とか，ニッ

ケル製の電極2枚を一定間隔に保持し，これに種子と水

をスれ，直接電撃法と同嫌に，スイッチによって必要な

時間だけ電撃する二通りの方法がある。筆者・林試高知支場
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兵頭：興味ある電気刺激の種を相

電流をコントロールするには，水の量を加減したり

叉，導電体として負鑓を使っておこなう。

雲昔は，かつてこの電気刺激の効果がいちじるしいこ

とに興朱を感じ，彬縛重子を使い，水中謬蝶法で試験し

た。その結果は一定の傾向を承とめがたく，中止したこ

ともあったが，時としていちじるしい好結果が得られた

こともあったことよりぶて，この方面の基礎的研究の必

蕊なことを感じている｡

種子にたいする刺激だけでなく，サシホに刺激を与え

て活着率とか識艮率の増加をばかることも考えられる。

渡辺一郎氏は，シ澱レヤナギとワカヤナギを材料とし

100V!の菱流と直流を用いて，サシホに刺激し，さしつ

けた。

電気刺激の方法臆，ニツケルメツキ腎罰斑(150xmnx

70mm)をガラスZk糟内に2枕梱対して配し，その間に

供試材料を密着しておく水糟雷鑑瀞であった。媒体には

井戸水を用い，供試物の多少により調節した。

サシホの選択はいずれも今年生とし，ヤブーギは穂長

16cm,直径5～6mxnの中潅鍵のもので，釧錦に5～6

葉残したものを用いた。

これで刺潟瞳は,D.C100V30sec(根+)でユ.6X

10-1w.S/cms, D.C50V30sec(根+)で6.0×10-g

w.ycm2,D.C100V30sec(根+)で2.4×ﾕ0~1w.s/

cmg,A・C100V30minで1.5×10-gW.s/cm響となっ

た。

このように電撃処理のすんだものを，さし床をかえて

さしたところ，土壌の種弱りにより，あきらかに発根形成

に差異が承とめられ，川砂十水ゴケ区がもっとも良好で

土数の細かいほど悪く，そのほかでも蹴錘遷二区がいち

じるしく不適であった。これは酸素の吸収伏態によるも

のと考えられ，西村賢治氏，瀧叛八郎氏の尭羨でも，こ

の時剣における花卉さしきの川砂抹は良好であった。

つぎに，塞区は対照区にくらべて成裁は良好で，そ

の差は対照区の発根不良の土壌で大きく，膠繍墜謹士，赤

土区にとくに目立っている(Fig.3)。

“によるサシキの発錘成におよぼす効果について

は，いまのところあきらかでないが｡,電気の刺激と,謡艮

を容易ならしめる養分の謹動,すなわち,壁畏素(auxin)

と電気的極性の三者間の相関灸係が考えられる。

鑿渚は，コウゾのサシホに交流60cyclelOOVの電

気刺激を与えて，開寄を促進したことがある。

すなわち，内径タテ，ヨニ，深さ各20cmの木鍵の箱

の内側の棚対した面にトタン板を張り，そのなかに媒林

として井戸水を2,100～2,200ccスれ，その水のなかに

コウゾの1年生の部分を18～20cmに切ったものを15.

本づつ電流の壷ずる方向に平行するように入れ，刺激時

’間を30秒，5分，15分と変えて通電してからさしつけ

たところ，30秒と5分刺激したものがもっとも廃蔚が早

かった。

種子とか，サシホに刺激せず，直接土壌漣微小電琉を

通じた場合，どんな結果があらわれるか，興味ある問題

である。

筆者は前に箱に入れた土に，地温が全然上昇しない程

度の弱電流を通じてサシキしたところ，通電しないもの

はサシホにカルスが全然でていないのに，通電区は全サ

シホにカルスの発生を承た経験があるが，都合により試

験を中止したので，活着率，発根量におよぼす影響まで

観察できなかったのは残念であった。

つぎに，立木に電流を通じたら，どうなるだろうか，

前に中国配電の萩営業所の管内で，枯れかかった夏〆

イ涙イの樹の下で，3カ年連続して裸電線を使って電熱

温床を施設したところ，樹勢が漸次盛んになった実例が

あり，これにヒントを得た中国配電農村電化研究指導農

場では，ちょうど老化したブドウの樹2本を実験材料と

して，交流100V,電流2～3mAを根の周囲より土壌

を通じて，直接樹に流したところ,第1回実験では約10

日間萠芽を促進し，さらに開花期を5日間短縮した。第

2回実験では，約1週間開花期が早くなり，その上着花

数も多く，比較的大きい花が多いという興味ある結果を

しめした。

クワ苗木の電蝶実験においては，ブドウの場合と同じ

く，交流100V, 2mAならびに直流100V, 0.4mAの

電淵練り激は，いずれもその腋芽の伸長を促進した。直流

の根部側（一）がいちじるしくすぐれた生長をして､､る

のにたいして，交流区は通電後20日ごろよりその生育

を俸止した。これは刺激の適正量とも関連があるものと

考えられるが，とにかく，電流により根の細胞を刺激し

その生育を増加したものと考えられるのである。

これらの実験結果より，果樹の熟期促進，抑制栽培，
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兵頭：興味ある電気刺激の種々相

またはその若返り等，経営的操作の献睡に明るい希望が

持てると考えられる。

筆者は，これらの実蹴論課の，漉吻の根が電気刺激に

たいし，いちじるしく敏感な謝窪に興味を感じ，議函研

究の補助手穀として，ミツマタの開花促進に応用できる

のではないかと思って，静岡種のミツマタの立木に電流

を通じたところ，予期どおりの結果を得たので，簡単に

その纈圏をご紹介する。

試験に供したミツマタは4年生で，大きさは表のとお

りである。

開花後の変化を3月末日まで溌蕊した結果をグラフで

あらわしてゑると,Fig.4のと鐺りである。

400

300

開

200

花
機試験区｜渡F高cm

自然区 28
幹通電区 37

樹高、

0.97

1．07

花房数

49

49

1001

1 ’ 一生

この供試木は’本ごとに，タテ，ヨゴ，各60cm,高

さ50cmの木箱に植えて，箱は皆直ピン碍子の上に職せ

て各試験区ごとに電気的に絶縁させ，3坪のペーパーハ

ウス内に置いて，1951年の2月5日より試験を開始した

のである。

幹に電流を通ずる方法は，中国配電の農村電化研究指

導農場でおこなったとおり，電源の1極（木綿針）を，

直接樹木の地上より5cmのところに約3mxnさしこ義，

他の極は癖の真下に埋め込んだ2.6mmの亜鉛ピキ鉄

線を渦巻型にした電極に接続した。

電流の流れる経路は，電源一樹木一太根および毛根一

土壌一電源であり，試験開始より終了時まで昼夜の別な

く交流100V(電流1～4mA)を通電した。

0 －ー一一一一 q 司甦｡”凸 二

2F22 26 3zZ 6 ic l4･ 18 2Z 26 3o

月一曰く千ヨ向り合計･趣しあす）

Fig.4幹に通電したら開花が早くなる

同時におこなった，光の照射時間を変えておこなった

光週性実験1．受光条件を自然の状態に放置したもの，

2．長日区一夜間電灯を照射し，受光時間を16時間にし

たもの， 3．中断区一夜間23時から24時まで電灯を照

射したもの， 4.短日区一遮光幕により，日照時間を8

時間に調整したもの，の結果を見ると，他の多くの樹木

と同様，ミツマタの光りにたいする開花の反応は鈍いの

であるが，幹に通電した場合， 10日前後開花が促進さ

れる結果がでたのである。
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圖 本の有名松
全国各地区林試造林担当官が執筆した

日本の林業技術者そして知って置かな

ければならない事項

林試造制部長石川健康監修

林 野 庁 編

定価￥160（会員￥150）

〒4

－是非御一読下さい－

－．明確充実・一

一・理解容易・－

申込先・日本林業技術協 会
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苗木掘取用ショベルの試作品について

田 昇
p
pn

（30.115受理）

2．器具の性痩と構造の概要

この器具の基本的考案点ほ先づ土中に突きスれ易いこ

とが第1，次に根系の重要な部分を損傷することなく土

と共に掬い上げ得ること，従って挺子の理を応用して容

易に掘上げ得るショベル型にしたこと，第3に湿士が付

着し難く，若し付着するとしても少量で落し易くそれに

よって作業上の能率，使用上の困難にさし障りを生じな

いことの3点に留意した。こ‘ういう観点から工夫考案さ

れたものが次のような構造を有するショベルの異形型の

ものに落付いたのである。その概要を述べると，叉状を

なした切先付（尖端が外側に向いて鋭角をなす）扁平鋼

片の表面を裏面に向って謹曲（基部より距離3分1長の

処で急に曲折する)し,その上端集合部の中央突片を柄の

先の保持筒に挾みこんだものである。（新案特許申請中）

3．操作方法

このような織造

を有することによ 西木掘取用ショベル
って，今，叉状扁

1．考案の動機

苗木の掘取りは床替と共に養苗中最も技術と労力，時

間を要する困難な作業であるといってもよいと思われる

が，この掘取り用器具がまだ原始的構造の域を脱してい

ないのは何としても残念なことである。

畜力或いは機械力利用ほ別として簡易な苗木掘坂器に

は独立器具で突鍬類と鍬類が使用されているのが普通で

あり，近来根切り器と兼ねた考案が若干見えるようであ

るが，これがいざ掘取りに使用するとなるといろいろの

短所が伴って総じて突鍬類に劣るようで余り一般化され

ていないといった現状である。それでは突鍬類は掘取り

用として優秀であるからというに必ずしもそうと臓思わ

れない欠点があるし，原始的構造様な異物は余り使いよ

いものとほ思われない。その大きい欠点を挙げてみると

(1)土壊が乾燥状態の時は土中に突き挿し難く踏入れた

時間と力を要することが大きい。（特に植質土壌に

於て）

(2)土壌が鍬身に付着して突き挿しその他の操作が困難

となる。（特に植質土壌に於て）

③1回の操作で苗木を掘り起すこと.ができ難く従って

能率が劣る。

霜蕊
､蹴鐵蕊繊蕊溌麟羅盤職識…今職耀!＝瀞“零§
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植或は床植された
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正面図 側面図苗木掘取用ショベルの側面 山出苗の掘取り

筆者・静岡県立天竜称業高等学校
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品田：苗木掘駁用ショペルの溝作品について

苗木中の1本の幹から3寸程隔れた地上に苗木の幹を挾

むような体制で真直に踏み突きスれれば様根の両側を切

先の開きだけ残して溶切する。充分挿込承ができたら把

手を地面の方向に倒せば挺子の理により難なく苗木を掘

り上げ得るのである。

4．効 用

この義落のショベルは織豈が簡単であるが，突鍬の欠

点を補うことができ，仮令砂礫質叉臓粘土質の苗床であ

っても比較的軽い労力で迅速に作業ができる利益があ

る。能率妹土壌の種頃，状態等によっても相違するが普

通の壌土乃至砂鯉土に於ては普通の突鍬の約1.5倍～

2倍の進捗率をもつものである。

5．使用上の注意

前述の如く使用操作は極く容易であるが次に示す桑項

の如き場合には使用が不可能である。

(1)降雨直後，土鯉が軟らかな時は掘り起しができ難い

程困難であり，黒ぽく土，棺質士に於ては全く不可能

となる。

②土壌の種類或いは肥培法により側根が長く伸長した

劣等苗木朧往を根際部辺の剥皮を招来する｡

(3) 2尺以上の犬苗で側根の張りが強､蛎合も同檬根際

部の剥損“しれ）が起り易い。 （以上）
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’ ’･原稿募集｝
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i ◇譲繍原聯-画に枚位）以内とする'

堅一ハザーハー､～一～－－－～

｜昭和31年2月'0日
林業技

編集発行人

印刷所

｜本誌は，林業技術を振興し，普及するものである同時に会員が自由に発表し得る機関誌で

あります｡評論'研究報告'解説'翻訳'紹介'随筆'感想'意見等，何でも櫛はない｡叉 （
必ずしも林業に関することに限定しませんから，祷って投稿されんことを期待します。 <

（
［投稿規定］ 〈

！◇投稲原稿は未雍蕊のものであること。

◇投稿原獄ま一回について，写真叉は図表を含承印刷出来上り4頁(原稿用紙換算“0字詰23

1枚位）以内とすること。

◇用紙は原稿用紙を使い，なるべく横書きとすること。

◇図憾ケント叉はトレーシングペーパーに墨書し色は使用しないこと（図版は縮少して印刷す

ることが多いから図の中の注記，数字，符号等は余り小さくない方が望ましい)。 i◇写真は必要な最少限度に止め，且つ鮮明な印画に限る。

｜
◇用語は成るべく当用漢字を用い，新カナ使いとすること。

◇原稿には筆者の職名（叉は勤務先）及び氏名を，封簡に嫁住所氏名を明記のこと。

但し随筆,感想,意見,要望等挺関する原稿については誌上諸名も差支ない，その場合も欄

外に住所氏名を明記のこと。

｜◇封筒の表紙に「原稿」となるべく朱書すること。

◇投稿の原稲は原則として返還しない。

｜
◇原稿の取捨並に掲載の時期は編集部に一任のこと。

◇掲載の原稲にほ薄謝を贈呈する。
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鑑
＝有用木材の利用と鑑定の決定|仮＝

＝有用樹木160種の実物標本を収む＝

木材の利用は遠く上代においても家屋の造作，橘，船,器物その他燃料等腫用いていたが，漸次文化

の進展に伴いその利用法は木材の性質,材状の理学的研究に基いて最も経濁りに，かつ工業生産的にも

取扱われるようになり，殊にその材面のもつ紋理や杢理の自然の美が他の新材料との相対的統合のもの

に近代工業の素材として装飾化され，またあらゆる鱗造材としてその利用範囲も汎く拡大されようとし

つつあるのとき，本書嫁日本産樹種の大半と外国産樹種の一部を網羅して約160種の実物標本を収録し

それらの木材の名称，学名，産地，材質，用途等を紀載し，更に代表的な材種の顕微鏡写真と共に木材

の一大集成を完結した名鑑であります｡木材及び剃業関係者は勿論,建築，工芸,木工，彫亥痔に関係

のある方を，並に工業関係の学校，その他図書館，学会,研究所等に備えられ，また一家庭用として趣

味と観賞兼ねた名鑑として完全蝉七なものであります。

なおこの名鑑は材料の関係から再び刊行することは困難で正に限定出版に等しいものです。この好機
に是非とも御賊ス下さい。
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定価5,000円（送料共）

予約特価4,500円（送料共 0
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昭和31年5月

予約前金払込の方に限予約特価でお

頒ちいたします。

御申込の際は申込書に前金を添て御

送附下さい。発売と同時に配本致し

ます。

予約締切期日昭和31年4月30日

その他 御希望の向に朧「峡」を作成しお頒

ちします。但しその場合は実費とし

て金300円を別に申受け霞す。

発行所 明 文 堂
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